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は じ め に

創成学習開発センターは,学生の創造的な学習方法を開発することを目的としています。その理念は,「 自

主」,「共創」,「創造」を柱とする学生の創造的活動を支援することにあります。「自主」は一人ひとりが確かな

意見や考え方を持ち,自 ら行動してその成果を他者に表現できる能力を持つこと,「共創」は異なる分野の

人々が集まり,互いに影響しあい,それぞれの意見を遥かに超えるような大きいものをつくり上げること,そして,
「創造」は自主,共創の思想に基づき,新しいものや考え方を生み出すことと捉えています。

そのために,センターではイノベーションプラザを設け,学生のものづくりを中心にした自主創造活動を支え

ています。やる気のある学生にその場を与えることが大切であるとの思いが原点にあります。平成 18年度は
17のプロジェクトチームが活動を行ってきました。創成学習開発センターでは,プロジェクトをうまく動かす方法

を開発することを目的として,センター教員と学生が共同でプロジェクトマネジメント手法を考え,試行実践して

います。次年度にはその内容がほぼ完成する運びになっています。多くの学生たちがこの手法を取り入れるこ

とによって,いろいろなプロジェクトを効率よく達成することができるようになればこの活動の意味があります。

今年度は,これらプロジェクトチームのいくつかが,小中高等学校生に対して科学の面白さ,科学の原点を

教える試みを行ってきました。たたらプロジェクト,ロボット教室プロジェクト,ギター製作プロジェクトあるいはプ

ロジェクトメンバーの有志がそれぞれ科学イベントやファミリーサイエンス教室,また地方のサイエンスフェステ

ィバルの企画をしました。自分たちの経験をもとに,子供たちに科学を教えることで学生たち自身も科学技術

のリテラシーを学びとることができます。このような先駆的な活動を基盤にして,徳島県でサイエンス・エンジニ

アリングクラブを作り上げる構想がまとまりました。県内の大学,高専,そして小中高等学校を巻き込んだ科学

クラブが次年度から活動を開始します。まさに「共創」が織りなす大きな組織が形成されます。

山形大学,群馬大学,徳島大学,愛媛大学,熊本大学の連携で開催している 5大学連携教育シンポジウム

は,平成 15年度の特色 GPに採択された「『進取の気風』を育む創造性教育の推進」に端を発しています。平

成 15年度の末に採択記念講演会を開催したことを機会に,平成 16年度から開始し,徳島,山形,愛媛,群

馬,そして熊本の各大学が主催しましたc各大学から教員 2名 と学生 2名の講演者の参加により,それぞれ
の大学のすぐれた取り組みを紹介し,また学生たち|ま大学で学んだことを中′らに学生の目で見た大学教育の

在り方に焦点を当てて討論しましたε他大学の教員と学生たちが工学教育という場に集うことは他に例を見な

い事例であると思いますc

一方,創成学習開発センターは 2005年 (平成 17年 )に韓国海洋大学校の教育革新センターとの間で工学

教育に関する交流協定を結びました。以来,両大学問で教員と学生の交流を行い,2006年,2008年そして

2009年 には徳島大学/韓国海洋大学校連携の工学教育シンポジウムを開催しましたぎこれらの経験に基づ
き,2009年秋に日韓の工学教育に関する国際会議を韓国で開催することになりました。海洋大学校と交流協

定を結んで以来温めてきたことがようやく実現するという思いです。これらすべての連携には常に学生たちの

交流をその中心に置いています。何よりも学生たちにいろいろな場を用意して与えることが創成学習開発セン

ターの教育に関する原′点であるからです。

学生たちへの学習空間の提供が彼らの大学生活の大きな発展の場になることが私たちの願いです。

創成学習開発センター長

英 崇 夫



1.創成学習開発センターの概要

1.1創成学習開発センターとそのはたらき                    ,
創成学習開発センターは平成 15年度の文部科学省の特色ある大学教育支援プログラム(通称特色 GP)の

採択を受けて平成 16年 4月 に全学組織として開設された。工学部が平成 11年度から推進してきた新工学

教育検討委員会の活動成果に基づき企画計画した「『進取の気風』を育む創造性教育の推進」が特色 GPに
採択されたテーマであった。このプログラムの目的は,創造性教育手法および学習達成度評価法の開発とそ

れらの成果発信であり,特に,学部学生のための学習法を開発目標の重点として捉えている。

平成 18年度をもつてこの特色 GPの支援が終了したことに伴い,当センターは大学本部の意向により工学
部の所轄となった。その結果として,学部教育に加えて大学院ソシオテクノサイエンス研究部に対する創造性

教育手法の開発もその活動方針に加えられている。

創成学習開発センターには学生の自主創造活動の場としてのイノベーションプラザがある。このプラザで学

生プロジェクトが活動しており,工学部を主体とするさまざまな学生がチームを構成している。この学生プロジェ

クト活動の中から問題点を収集し,自 主創造的な学習手法を開発することが当センターの大きな課題の一つ

である。学生プロジェクト活動の中から問題点の発見,そして,その解決のための教育・学習手法の実践的開

発を行っている。

韓国海洋大学校教育革新センターと教育研究交流協定に基づいて平成 17年度から続いている教員およ
び学生の相互交流は,プロジェクトに対するモチベーションを高める役割を果たしている。2006年 ,2008年 ,

2009年には両大学間の工学教育に関するシンポジウムを開催し,学生たちがプロジェクト活動の成果を発表
し合った。また,山形大学,群馬大学,徳島大学,愛媛大学,熊本大学の 5大学連携の教育活動としての教
育シンポジウムにも学生参加を促し,他大学の学生および教員との意志交換の場を作り上げている。これらの

活動が基盤になって,2009年 10月 28日 ～30日 に韓国釜山の韓国海洋大学校で Korea/」 apan COnね rence
on Endneenng Educatbnを 開催することが決まった_上記 5大学と釜土地区の大学の共催で行われるcここ
でも学生セッションを計画しており,日 本の学生と韓コの学生との交流が広がることを期待している。

1.2サイエンス・エンジエアリングクラブヘの夢
創成学習開発センターの今年度の事業の一つに,徳島県におけるサイエンス・エンジニアリングクラブの創

設準備があった。県内各機関で行われている科学イベントや出前講義などをネットワーク化し,教育ソフトを共

有するなど,共同企画による効果的な活動をはかる仕組みの構築を計画している。この地域連携ネットワーク

により,①子供たちに対して,科学技術の役割や確かな科学知識を学ぶための環境を提供し,個性と創造性

豊かな科学志向の人材を育成すること,②学生の自主。自立の精神と企画力および科学技術コミュニケーショ

ン能力を育成することの 2′点を目的にしている。特に,後者では学生が子供たちに科学技術を教えることで学
生たち自身の学習意欲および科学技術リテラシーの向上を目指している。自分の持つ知識と技術を使って他

人に教えるということが,何よりも自分自身に活きた知識を育む原点になりうるからである。
このための試験的な活動として,センタープロジェクトの学生たちが高校生とともにたたら製鉄の実習,小中
学生に対するロボット教室の企画と運営,ファミリーサイエンス教室におけるものづくり指導,高校生に対する
「熱とエネルギー」の実験指導などを行ってきた。

県内の広い範囲からの賛同者とともに,平成 21年度から活動が始まる。小中高生に対して科学技術をきち
んと理解させ,日 本を支える人材育成手法を作り上げることを目指している。
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24部会の活動
2.1企画口運営部会                             '
2.1.1企画運営部会の活動概要
企画・運営部会は創成学習開発センターが実施する次の5項 目について,実現。実施部会などと連携しな

がら検討を行った。

a)安 全講習会の企画・実施
b)機 器講習会の企画。実現
c)プ ロジェクトの企画・募集
d)年 間および月間作業計画の策定 (講演会等含む)
e)予 算案の策定
上記a),a),b)については昨年度までの業務を踏襲,c)について|ま 」GNH(Japan Giga‐ Bit Newowrk)

の高画質映像通信機能を利用した遠隔講演等の企画を昨年度までと同様に行つた。その他,一泊二日での

プロジェクトマネジメント研修会,徳島大学工学部創成学習開発センター無線クラブのスカイウェーブプロジェ

クト(アマチュア無線特別局8J5NVIS(NVISと はnear vertical incidence skywaveの 略で近垂直入射電

離層波のことである))への協力,あすたむらんど徳島ファミリーサイエンス教室,企業相談型学生研究事業を

行った。一泊二日のプロジェクトマネジメント研修会は,6月 7日 の第2回プロジェクトマネジメント研修会に次ぐ

もので,第 1回 (5月 8日 )と併せて2.1.7節で報告する。企業相談型学生研究事業については,2.1.8節で

報告する。

特別局8J5NVISの運用への協力は,6月 20日 に工学部構内で運用を行つた以外に,7月 19日 の鮎喰川
川原での移動運用,7月 20日 にあすたむらんど徳島で行われた「科学するこどもフェア」(日 本アマチュア無線

連盟徳島支部主催)にて公開運用への協力を行つた。スカイウェーブプロジェクト自体の報告は,徳島大学地

域防災無線研究会会長の上野勝利准教授 (建設工学科)から,CQ ham radio 2008年 10月 号 pp.52～ 5

7に記事が出されている。当該のベージを転載したこまた,図 2.1.21ま,~科学するこどものフェア」のスナップ

ショットである。

轟

―

鑢
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あすたむらんど徳島ファミリーサイエンス教室は,2月 22日 に学生プロジェクト有志が「空とぶひみつ」を行

い,3月 15日 に学生プロジェクト「LEDデザインプロジェクト」が「電子工作を楽しもう」を行った。図2.1.3に
案内のpdfファイルを転載した。
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図2.1.2科 学するこどもフェアのスナップショット

瘍

機縮 がヽ ■‖‖憾辮盤:11機:嘉
:轟編 驚摯,購鐵1盟撫悽|=

=゛
|

図2.1.3あすたむらんど徳島ファミリーサイエンス教室案内ポスター

-5-



2.1.2安全講習会口機器ライセンス講習会の企画・実施
イノベーションプラザでは機械工作や電子工作など「ものつくり」を行うための設備や場所を全学

的に開放。支援している。特にプラザ 2階の設備使用の希望者には全員に安全講習の受講を義務付け,
使用する機器 。工作機械について,それぞれの機器ライセンス講習 (A,B,C,D)を 受講しなけれ
ばならない。プラザ 1階を講義室として使用している授業の受講生,ま たはソフトウェア志向の「も
のつくり」を行うプロジェクトの学生に対しては安全講習の受講を特に義務付けていないが,安全上 ,

事前指導が必要とセンター教員が判断した場合には受講を指示している。

表 2.1.1は平成 20年度の安全講習会・機器講習会の開催回数と受講者数を示したものである。

【成果】

本年度の講習会回数,受講者数ともに昨年度 (平成 19年度)よ り減少傾向である。特に安全講習
の受講者数は半減している。その原因として,ブラザ 1階の施設利用のためだけの受講者が減り,「B
ライセンス機器講習」や,その他のライセンス機器講習を受けるための受講者数が表れていると考え
られる。現在,活動中の学生プロジェクトに加わった今年度の新入生の多くが,AまたはBの機器講
習を受けており,「機器ライセンス講習」が加工技術を伴うプロジェクト活動のための講習へとシフト
しつつある。しかし,受講者のうち数名は,卒業研究,修士研究のための実験装置作りを目的に受講
している。今後,衰退傾向にある「ものつくり」の啓発について一層,取 り組まなければならない。

1 講習会開催回数 と受講者数

**:平
成 20年度合計に平成 20年 2月 と3月 の人数を含めた。

表

安全講習

(新規)

安全講習

(更新 )

A表習 B言毒晋 C:毒習 D講習 ユ
［

回

数

人

数

回

数

ノ、

数 数

ノ、

数 数

ノ、

数

回

数

人

数

回

数

人

数

回

数
人数

平成 19年合計 28 ９
４
０
υ 0 0 7 9 23 31 0 0 3 ｒ

Э 61 137

平成 20年 2月 * 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

3月 ** 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 2

平成 20年 4月 ｒ
Э 23 0 0 2 2 6 10 2 2 0 0 15 37

5月 4 0 0 4 7 5 9 0 0 0 0 13 27
6月 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

8月 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 2 4

9月 7 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 3

10月 2 5 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 4 8

11月 0 0 0 0 0 0 1 2 1 2 0 0 2 4

12月 3 3 0 0 0 0 3 4 0 0 0 0 6 7

平成 21年 1月 1 3 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 4

平成20年度合計 18 54 0 0 17 19 31 3 4 1 2 52 108
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2.1.3プロジェクトの企画・募集
4月 の新入生オリエンテーション・大学入門講座において,英センター長から創成学習開発センターの説明
を行い,学生によるプロジェクトの紹介と勧誘も行った。プロジェクトの募集は,前期と後期に計2回行った。臨
時の受付も含め,平成21年 2月 現在で計17件 (うち1件は学長裁量経費プロジェクト)が活動中である。
昨年度からプロジェクト名称に力日えてチーム名と副題を決めることになった。これは,プロジェクト名だけでは
プロジェクトメンバー以外に活動内容が分からないことを解消する以外に,年度に区切つた目標を認識するの

に役に立ったと思われる。尚,今年度に採択したプロジェクトの中の新規プロジェクトのうち,学生からの企画
提案によるものは,「ギター解析プロジェクト」,「飛行船作製プロジェクト」,「鳥人間」,「建築プロジェクト」,「パ

ワーアンプ作製プロジェクト」,「第2ロボコンプロジェクト1,「映画作製プロジェクト」「LEGOトンプロジェクト」の
8プロジェクトでぁる。平成21年度のプロジェクトー覧を表2.1.2に示すc
尚,プトジェクトの活動内容とその成果については,第4章に詳述するc

クトが,前年度の 7プロジェクトから8プロジェクトに増えて
15か ら17に増えたことと併せ, PRの効果があり,学生ヘ
とを表していると考えられる。

表2.1.2平成20年度 プロジェクトー覧表
J20年度活動プロジェクト名 活動の目的

1
ソーラーボー トプロジェクト
(学長裁量経費)

継続

ソーラーボー トの製作を通して様々な技術を習得す
~

るc
P」 活動を外側に向けて公開し,徳島大学の学生活動を
アヒ=―ルするこ

2 たたらプロジェクト 子区系売 たたら製鉄を知る_

3 デザインプロジェクト 糸区率売

デザイン活動を通してメンバーのデザイン能力,マネ
ジメント能力の向上c
デザインの大切さを伝える。
前年度からの作業の引継ぎ,完遂。

4 Ignitionプ ロジェクト 継続
番組コンテンツ等の製作を通してマネジメントカをつ
けることを目的とする。

5

CTP
(Co‐ ordinatiOn Training
Proiect)

継 続

コオーディネーション能力とその トレーニング方法に
ついて理解を深め,応用することも
学部・学年を超えて学びあえる交流の場とすること。

6 ギター解析プロジェクト 継続

ギターの発生音について解析を行い,よ りよい音とな
るブレース配置条件を見いだす。
それを用いて実際にギターを製作する。

7 飛行船製作プロジェクト 継続
モデル馬区動開発 (MDD:Model Driven Development)
について習得する。

8 HAMプ ロジェクト 継続

アマチュア無線を通し,海外と通信することや,必要
な電子工作を実体験することにより,電波に関する理
解をより深めるc

9 鳥人間 継続 大会用グライダーの小型のものを作成 して飛ばす。

10 建築プロジェクト 継続
各自の進学,就職に向けて建築の設計技術,デザイン
カ,知識,理論などのスキルアップを図る。

パワーアンププロジェクト 継続

講義のように |こ うしたい時に使 う」だけでなく |ど
うやつて使 う。作るか」等を通して様々な知識・テク
ニックを得る。
プロジェク トを通じて好奇心を持つて物を観察したり

する習慣をつける。
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表2.1.2平成20年度 プロジェクトー覧表 (続き)
H20年度活動プロジェクト名 活動の 目的

12 第 2ロ ボコンプロジェク ト
継続
講義で学ぶだけでなく,実践的にロボット制作技術を
身につける。

13
小中学生向けロボット教室・運
営プロジェクト

継続 ロボット教室の企画・運営を行う。

14 映画作製プロジェクト 新規
映画制作。

脚本作成。

15 LEDプ ロジェクト 新規
LEDの特長を生かし,みんなが欲 しいと思 うような明
かり器具を作る6

16 LEGOト ンプ トジェクト 新規

レゴロボットの作製によリロボットについての基礎を

学ぶcま た,プログラムについての知識の習得をする。
プロジェクトの運営を学び,来季のロボコンプロジェ
クトヘの基盤を作る。

17 LEDデザインプロジェクト 新規
LEDを使つて街を輝かせる。
工作やマネジメン ト能力の向上。

2.1.4講習会の企画・開催
本センター主催で OB講演会を実施し,熊本大学との間で」GN2phsによる遠隔映像通信を行つた。この講

演会の配信が」GN2phsに変わったあとの初めての利用となった。これ以外に工学部構内での講演会を1件 ,

セミナーを1件実施した。概要と成果を以下に示す。

表2.1.3平成20年度に実施した講演会
演題等 新入生オ リエンテーシ ョン

講演者 英 崇夫

開催 日時 平成20年 4月

開催場所 共通講義棟創成スタジオ

参加人数 約 600名
概要 工学部の新入学生を対象に沿り成学習開発センターの概要について紹介した。ま

た,プロジェクト学生によつて企画されたプロジェクト紹介,ロ ボット走行 ,
飛行船の空中遊泳などの実演も実施した。

2

演題等 LEDその歴史と応用
講演者 西田信夫 (徳島大学大学院客員教授)
開催日時 平成20年 12月 22日
開催場所 工学音隊日育旨′清幸及工l=≠わ|オ東C10教 室
参加人数 30名
概要 LEDの歴史とその応用について幅広い観点からお話いただいた。さらに,西田先生

の研究テーマであつた映像の立体化についての講演もいただいた。なお,この講演
は新しくなった回線 JGN2plusを利用して熊本大学へ配信された。

3

演題等 1/1atlab/Simulinkセ ミナー

講演者 戸井田IEl重 ,三田宇洋 (サイバネ ッ トシステム )
開催日時 平成 21年 2月 12,13日
開催場所 創成学習開発センター

参加人数 20猛
概 要 電気的・機械的現象の理解と解析を行うための支援ツールであるMatlab/Simulink

に関するセミナーを行つた。本年度は昨年度のセミナーを受けて,1日 目に
Matlab/Simulinkベーシックコースを,2日 目に制御系演習コースとしてロボットなど
の自律制御系の問題を取り上げ,機械工学科,建設工学科,知能情報工学科学生
を中心に,基礎から応用まで熱心に取り組んだ。
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図 2.1.4 Matlab Simulinkセ ミナー

表2.1.3平成20年度に実施した講演会 (続き)

4

演題等 LEDと あかリデザイン
講演者 松下美記 (松下美紀照明設計事務所),田部泉 (宮地電機 )
開催 日時 平成21年 3月 6日
開催場所 共通講義棟 K201
参加人数 50名
概要 LEDを用いた照明の基礎的技術と建築照明への応用と環境との調和を目指した照

明デザインなど,基礎技術から応用まで幅広い話題について講演を行つた。

2.1.5 TU/KMU工 学教育シンポジウムの実施
(1)概要

創成学習開発センターは韓国海洋大学校教育革新センターとの間で工学教育に関する国際間連携の協

定を結び ,これまでに教員および学生による教育研究交流を行つているこ2006年 に韓国海洋大学校におい

くr international Exchange Symposium on Engineering Education bet、 een Tokushima University and Korea

Mantime un市ershyを 開催したここの会議を第 1回 として位置づけて,今 回 ,第 2回 の会議として 2nd

TU/KMU SympOsium On Engineenng Education(2nd TKSEE)を 開催す ることになった。工学教 育 ,創造性 教 育 ,

学生のプロジェクト活動やその成果に関する内容,ファカルティディベロプメント,」ABEE,大学問共通の話題
などに関する発表を行った。

(2)シンポジウム実施幸反告

前日の雨で天気が′心配されたものの,2nd TU/KMU Symposium on Endneenng Education(2nd TKSEE)の

当日は好天に恵まれた。シンポジウムヘの参加者数は42名で,その内訳は日本34名 ,韓国8名であつた。初

日は午前9時からシンポジウムが開かれた。開催に当たつて徳島大学工学部長福井高壽夫教授の挨拶があり,

韓国側参加者への参加の御礼や本シンポジウムに対する期待を込めたお言葉を頂いた。続いて創成学習開

発センター長英崇夫教授からの挨拶では,参加への御礼とともに本シンポジウムのコンセプトが紹介された。

表2.1.4にシンポジウムのプログラムを示す。午前中は8件の口頭発表があり,日 本および韓国での学生

プロジェクト,教育技術開発についての多くの話題が提供された。徳島大学からは緒方氏による u■ear面ngシ

ステムの紹介をはじめ,各種の教育に関する取り組みが紹介された。韓国海洋大学からの発表では,センサ

開発を題材としたものが3件行われた。Shim氏はエバネッセント波を利用したバイオセンサーについて,Shon

氏は光ファイバを用いたセンサについて,また Ha氏は,海洋汚染調査用の移動型無人センサの開発につい

て,ぞれぞれ報告を行つた。韓国海洋大学と徳島大学との連携状況についても2件の報告があった。

午後のセッションでは学生から合計13件の発表が行われた。ここでは,各学生が取り組んでいるプロジェク

トの活動内容について,その目的や進行状況,課題について報告が行われた。このうち,6件は質疑応答を含

めて20分という時間が割り当てられ,その他の7件は1件あたり,4-5分程度の持ち時間での発表であつた。20

-9-



分の口頭発表のうち,徳島大と韓国海洋大学は3件ずつという内訳であつた。いずれの学生も英語でのプレゼ

ンテーションは初めてであったと思われるが,堂々とした態度での発表も多く見られた。図2.1.5にシンポジウ
ムの様子を示す。学生の発表にはプレゼンテーション評価が行われ,国頭発表およびポスター発表それぞれ

1位 2位の学生に優秀発表の賞状と副賞が贈られた。図2.1.6に 口頭発表で最優秀の成績を収めた Kim
Tae―Hun君のプレゼンテーション評価結果を,図 2.1.7に表彰式の様子を示す。また,すべての講演発表は
後日に55ページの講演集としてまとめられた。図2.1.8は講演集の表紙であり,デザインプロジェクトの学生
がデザインを担当した。

午後のセッション終了後には一旦クロージングセレモニーが行われ,韓国海洋大学のKim教授と,Lee教授
から開催に対する御礼と学生の講演に対する努力への賛辞,それに今後の協力関係の発展を願う言葉を頂

いた。

セレモニーの後ではバンケットを兼ねたポスターセッションが開催され,学生による13件の発表が行われた。

和やかな雰囲気の中ではあったが,英語での質疑応答に真貪1に取り組む学生の姿が印象的であった。

創成学習開発センターでは学生が主体となって多くのプロジェクトを進めているが,今回は全てのプロジェク

トからの発表があった。シンポジウムヘの参加は,プロジェクトの進行度を見つめ直す良い機会にもなったと思

われる。

表2.1.4プログラム
Ope」hg

o9r22,9:0併 9:10  Chair Masafumi Miwa(Univ.Tokushima)

2.

1. Welcollning address

Masuo Fukui(The univ.Of Tokushilna)
Opening address

Takao Hanabusa(The univ.of Tokushirna)

Oral Senior Session I

Date:September 22,9:1010:30 Chair:Norihisa Shimamura(Univ.Tokushima)
Development of a Basic Support System fOr Ubiquitous Learning in the University of

Tokushilna

Hiroaki Ogata,」unko Matsumoto,Ketti Kume,Hiroyuki Mitsuhara,Kenii MatSuura,
Kazuhide Kanenishi,Kazumi Sagayama,Yoneo Yano(The univ.of Tokushima)
Inexpensive Progranllning Execution Environment Connected with a RealWorld

Yasuteru Hosokawa,Yuuki Okada,Satoshi Togawa(Shikoku Univ.),Yoshifumi Nishio

(The un市.Of TOkushima)
Optical Fiber Sensors                                             "
Kyung Rak Sohn(Korea Ⅳ[aritime Univ。 )

Oral Senior Session II

Dat,:September 22,10:50-12:10 Chair:Ryoiu Nakata(Un市 .TokushimD
1. Development of Super N/1ini‐size Unmanned Vehicle for 1/1arine Pollution Response
Yun‐ Su Ha(Korea Maritime Univ.)

2.Coping with Students Diversity in lnternational Programs]

Hiroshi Sakata(Int'l Student Center,UT)

3. Interantional Coalition between two centers of K3/1U and TU

Yun‐ Hae Kim(Korea Maritime Un市 .)
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表2.1.4プ ログラム(続き)
Oral Young SessiOn I

…

mber 22,13:30-14:30 Chair:Kazutaka Kaiimoto(Un市 .Tokushima)
1. Aircavityboat

Donghun Yang(Korea Ⅳ[aritime Un市 .)
2.A Solar BOat prOiect

Yuii lshida(Graduate student at The Univ.of TOkushilna),Tadshi Okada,Takashi
Yamahata,Takashi Yoshillnura(Undergraduate student at The Univ.of Tokushima)

3. The parking lot informatiOn and parking zone guidance system which used the infrared

sensor(Oral)

Hee―」in Lee(Team leader‐ KDIU),Hyung‐ Rok Kang,Hyun‐Uk Mun,Sun― Me Kim,
Kim,」 ee‐Young Um,Sang‐ Wha Lee(Team member― KDIU)

Oral Young Session II

璧 :September 22,14:40-15:40 Chair:Kazushige Tokivasu(Univ.TOkushima)

1.Ⅳ Iuscular CO― OrdinatiOn Of Throwing Task in Terms Ofハ LCCuracy
Ryoiu Nakata,Sayo SugimotO,Yoshitsugu Kondo,Kenichi Hirashima,Shinpei F可 ita,

Ayaka Kusumoto,Hideo Araki(The univ.Of Tokushima)
2. Accident Prevention System for Passangers in Subway Stations

Tae Hun Kim(Korea Maritime Un市 .)

Short… Oral Young Session
pate:September 22,15:50-16:15 Chair:Takashi Yoshimura(Univ.Tokushima)

1.Activity repOrt of Guitar analysis project

Akira Satoh(Undergraduate student at The Univ.of Tokushilna)

2.Aiming to participate in The TORININNGENN contest
Kazushige Tokiyasu(Undergraduate student at The Univ.of Tokushilna)

3.Tatara proiect

Norihisa Shimamura(Graduate student at The Univ.of Tokushima),Kosuke Harada,

Shingo Kuno,Shinsuke Nakanishi(Undergraduate student at The Univ.of Tokushillna)
4. The Training ofthe Future IT Craftsman

Keita Achi,Yuuki Nagata,Yuuta Aika,Naoya Kanamura,Yasuyuki lshihara,Gaku
Kosaki,Syunsuke Szuki(Undergraduate student at The Univ.of Tokushirna)

5. Filnlllnaking P」

Fuiii Kennta(Undergraduate student at The Univ.of Tokushima)

6.An activity report of LED project

Toru m/1iyata,Yuya ⅣIanabe(Undergraduate student at The Univ,of Tokushilna)

Closing

Datei September 22,16:15-16:25 Chair:Takashi Yoshimura(Univ.Tokushitta)

Poster Young Session

Date:September 22,16:30-17:30

(a) (b)英センター長の挨拶

図2.1.5シンポジウム実施の様子
講演会の様子福井工学部長の挨拶
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(d)参加者の集合写真(d)参加者の集合写真      (e)ポ スターセッション

図2.1.5シンポジウム実施の様子
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(3)Excursion実 施報告

9月 23日 にエクスカーションを実施した。以下に当 日の予定を記す。

9:50

10:10

10:40

11:40

13:00

15:00

センター前に全員集合,点呼確認

徳大工学部 出発

十朗兵衛屋敷 見学・観劇

技の館 昼食

技の館 藍染め体験

徳大工学部 解散

参加者は教員8と学生18の計26名であつた。当日は天候も良く,参加者は人形浄瑠璃と藍染め体験を楽

しんだ。韓国海洋大学校の教員や学生は,徳島の伝統文化に触れることができて非常に喜んでいた。また,

徳島大学の学生はこの機会に韓国海洋大学校の学生と交流も深めることができ,Excursionは盛況のうちに終

了した。図2.1.9に Excursbn実施の様子を示す。

(4)収支報告

表2.1.5に 2nd TU/Kヽ IU工学教育シンポジウム収支報告を示すcシンポジウム参加者42名の内,参加費

徴収者は,徳島大学関係教員10名 と徳島大学学生8名 ,韓国海洋大学校教員5名 ,学生3名 の計26名 であ

つた。発表を行わない学生やセンター教員 (実行委員)以外の教員・職員の参加費は無料とした。収支決算は

3,680円の黒学会計となり,残額はセンターの運営費に当てた。

図2.1.9 Excursion実施の様子

表2.1.5 2nd TU/KMU工 学教育シンポジウム収支

収入 支出

単価 員数 小計 単価 員数 小計

参加費 教員 ¥6,000 ¥90,000 発表賞副賞 (へ
゜
ンセット) ¥1,200 2 ¥2,400

学生 ¥3,000 ¥33,000 発表賞副賞 (USBメモリ) ¥2,000 ¥4,000

合計 ¥123,000 昼食代 (9/22) ¥650 10 ¥6,500

Banquet(9/22) ¥86,920 1 ¥86,920

Excurslon

(9/23)

人形浄瑠璃
０つ
ろ
つ
０
Ｖ
ｉ 25 ¥8,000

藍染体験 ¥500 23 ¥11,500

合計 ¥119,320

差額 :+3,680円
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2.1.6平成20年度獲得予算
今年度の獲得予算は以下のとおりである。                     .
1.工学部運営交付金 288万円

2.平成20年度教育研究等支援事業 (学長裁量経費)100万円
(計画区分)教育
(事業計画の名称)「 自主。共創。創造」を育む教育プログラムの開発

～学生が主体となるクリーンエネルギーの普及～

3.平成20年度教育研究等支援事業 (学長裁量経費)200万円 (うち,人件費110万円)
(計画区分)教育
(事業計画の名称)大学院および学部におけるものづくり創成能力育成教育手法の開発
4.平成20年度徳島大学パイロット事業支援プログラム(教育改革支援事業)100万円
(取組の名称)地 場産業の現場課題に基づく大学。産業界連携の教育プログラムの構築
5.平成20年度徳島大学パイロット事業支援プログラム 300万円
(計画区分)社会貢献

(事業計画の名称)科学技術リテラシー教育の新構築

2.1,7プロジェクトマネジメント研修会
平成21年度から新しい授業科目「トータルデザイン基礎」(学部向),「トータルデザイン応用」(大学院博士
前期課程向)および「トータルデザイン実践」(大学院博士後期課程向)を開設することを目指し,その準備とし
て9月 1日 ～2日 の17白 2日 で授業の予行の一部を行う形の研修を行ったcこの趣旨に理解してくれた学生12
名の参加を得た (教員は4名 )。 学生諸君には,この場を借りて感謝申し上げるcこの合宿研修では,ブレーン
ストーミングとK」 法については6月 7日 に小西客員教授を講師として実習を行つているので,それ以外の授業
内容をについて予行を行うことを目指した。尚、上述の科目の新設は,平成22年度に行うように変更した。
5月 8日 の新入生のための第1回プロジェクトマネジメィト研修会は,創成学習開発センター1階で行った。
学生プロジェクトの申請書を題材に,よい計画書の書き方について学生自身に申請書の良し悪しを評価させ
ることを通じて学習させた。22名 の新旧プロジェクトメンバーの学生と4名 の教員が参加した。
6月 7日 の第2回プロジェクトマネジメント研修会は,既述のように小西非常勤講師に「ブレーンストーミング
法とKJ法」と題し,土曜の午後一杯掛けて,創成学習開発センター1階で講義および演習を行つて頂いた。2
8名の学生と4名 の教員が参加した。講師と教員も含め5グループに別れ,5つのテーマで実習を行った。テー
マは、「科学技術リテラシー教育の問題提起解決へのヒント」,「子供たちとその親たちの好奇心を啓発する為
のイベント企画―子供と親に科学技術に興味を持たせる為のイベント内容の一例―」,「サイエンスフェスティ
バルの出展物」,「LEDを使った新オブジェ」,「大学企業間の連携で何ができるか」である。図2.1.10は ,

演習の様子である。

9月 1～ 2日 の研修会は,国立淡路青少年交流の家で行った。一日目にプロジェクトマネジメント概論の講
義とプロジェクトマネジメント手法としてブレーンストーミングと K」 法からはじめ,強み弱み分析,PDCA,プレ
ゼンテーション手法,プレゼンテーション評価法について実習を交えて行い,実習のテーマを引き継いだプロ
ジェクトマネジメント演習を二日目に行った。演習の後には,プレゼンテーションを行った。図2.1.11は ,プロ
ジェクトマネジメント概論の講義の様子である。

表2.1.6は,研修のプログラムである。
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図2.1.10 KJ法の演習の様子

9月 1日 (月 )

8:15 創成学習開発センター前に集合
8:30 出発

9:50 到着

連絡・諸注意
研修準備

10:30-11:30 プロジェクトマネジメント概論
12:20-12:50 昼食

宿泊部屋 確認
13:20´
‐V14:50 プロジェクトマネジメント手法 (1)

15:10-16:50 プロジェクトマネジメント手法 (2)
17:00 つどい,挨拶
17:30-18:30 入 浴
18:30-19:00 夕食
19:30-21:00 プロジェクトマネジメント手法

1日 目まとめ
22:30 消灯

表2.1.6研修のプログラム

日時 :平成 20年 9月 1日 (月 )～ 2日 (火 )
場所 :国立淡路青少年交流の家

9月 2日 (火 )

6:30 起床

7:00 つどい,挨拶
7:45-8:10 朝食

8:10-8:40 宿泊部屋,清掃
8:45 宿泊部屋,確認

研修準備
9:00´V10:10 研修開始

プロジェクトマネジメント演習(1)
10:20-11:30 プロジェクトマネジメント演習 (2)
12:20-12:50 昼食

12:50´
‐‐14:20 プロジェクトマネジメント演習 (3)

14:30-15:00 プロジェクトァネジメント演習
総括

15:00 退所点検

15:30 出発

17:00 創成学習開発センターに到着

2.1.8企業相談型学生研究事業
a)徳島大学パイロット事業 (地場産業の現場課題に基づく大学・産業界連携の教育プログラムの構築)

(1)事業概要

本事業は学生のものづくり教育の推進のため平成19年度より取り組んでいる。地元の中小企業と連携して,

現場で発生する問題を収集し,問題事象のモデル化。解析・計画実行・評価などの一連の過程を学習すること

を通して,学生と企業が共同で“ものづくり体系"の習得可能な実践的教育法を開発する。また,産業界の現

場課題の取り込みにより,学生の学習に対する動機と意欲を高度に持続させると共に,現場で行われている経

験に基づく開発過程を工学的に検討することで工学部各学科の専門の授業と有機的な接続を目指すための

基本な考え方,手法を試行するものである。

図2.1.11合 宿研修の様子
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(2)本事業の背景と特徴

こどもの理科離れが叫ばれる中,工学部で学ぶ学生においても実際のものづくりを経験する機会が減少し,

体験的なものづくり教育を新たに構築する必要に迫られている。徳島県は2010年を目標に LED(発光ダイ

オード)産業の集積化を目指した「LEDバレイ構想」を推進し,研究開発・地域ネットワーク体制の整備,人材

や関連産業の育成などを進めている。LED関連産業は機械,電気,制御などの技術の集積であり,多くの企

業から構成されるが,徳島県ではその多くは中小企業であり,その傘下にはさらに小さな企業が含まれる。この

ような県内の企業にとつて大学との連携の柱のひとつであるインターンシップ制度はあまりに負担が大きく,こ

れに参加することはほとんどなかった。また,このような企業の中で問題となる事柄は既存技術の組み合わせ

で対応できることが多く,研究にはなじまないためこれまで大学との連携がほとんどなかつた。こうした企業と学

生。大学を連携させる,新しい学生のものづくり教育の構築が必要となつている。

本パイロット事業では, “ものづくり体系"を「概念想起 ⇒ 設計 ⇒ 製作 ⇒ 評価」と定義し,ものづくりの

機会のない学生と地元企業を連携させることで,“ものづくり体系"を理解して課題設定から課題解決までの過

程を設計し,学生自らが自律して行動できる能力を育成する教育プログラムの開発するための基本的な考え

方や方法を試行することを目的とする。

本プロジェクトの特徴は,以下の点である。

① これまでに行われてこなかった地元中小企業との連携を念頭に,財団法人とくしま産業振興機構や本

学知的財産本部と連携することで,企業側に人的。経費的負担をかけない無理のない継続的な連携を

構築し,大学・企業連携の教育プログラムを構築する。

② LED関連産業を初めとする地元産業界から現場で発生する種々の基礎的な問題事項の収集を行い ,

ものづくり現場の活きた教材を学生に与える。特に,多くの現場で行われている経験にもとづく試行錯誤

によるものづくりに加えて,工学的手法を基盤とするものづくりの体系を学ぶc

(3)実施状況と成果

今年度は2件の新規の企業課題に取り組んだ3新しくつくられた
~LEDオ
ブジェデザインプロジェクト」はLED

オブジェのデザイン・制作を目的として,徳島市内の企業ニーズをもとに新町川沿いの店舗のオブジェ制作に

取り組んでいる。本プロジェクトに参加する化学応用工学科学生5名 と生物応用工学科学生1名 はプロジェクト

実施に先立ち創成学習開発センターでのプロジェクトマネジメント研修を受講した。プロジェクト学生と中村講

師は企業側との打ち合わせや現場見学などを通して企業側のニーズ。問題′点の把握を行ったのち,基本設計

・コンセプトの提案を行った。                         “

製紙協同組合との「椿の泊分脱離の課題」に取り組むプロジェクトでは,製造工程の見学,化学応用工学科

学生2名 と外輪准教授とが担当者との打ち合わせなどを通じて,問題′くの抽出を行つた。現在製紙工程に関

する勉強を行つており,今後課題の解決方法について検討を行う予定である。

平成 19年度に日下助教らが機械工学科夜間主コースの創造演習にて取り組んだ「コンプレッサーの振動

防止」に関するプロジェクトは得られた結果についての報告を課題提供企業に対して行う予定である。

昨年同様,実際の企業課題をテーマにすることで学生は興味を持って課題に取り組んでいる。プロジェクト

の進め方,設計・製作の基礎的技術の不足など,これまで全く関わったことのない作業への戸惑いなど見受け

られるが,企業側との打ち合わせなどを通して大いに刺激を受けている。また,センター利用学生への基礎知

識の向上のため,本取組みにおいて前述の「Matlab/simulinkセミナー」,および「LEDとあかリデザイン」を実

施した。(2.1.4講習会の企画。開催の項参照)
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2.2実現・実施部会
2.2.1実現口実施部会の活動概要                       '
実現。実施部会は学生の自主的創造活動を通してグループ活動能力やプレゼンテーション能力を育成す

ることを目指し,センターの管理・運営に関わる以下の業務を実施した。

a)機器の管理および維持・保守

b)機器の貸出しや部品・材料の貸与

c)センター利用者登録と各種講習申込み業務と実施

d)学生からの創造活動に対する相談や指導・助言

e)プレゼンテーションに関する相談と指導

0必要な機器。消耗品などの選定と調達・導入

2.2.2イノベーションプラザの利用状況
表2.2.1および図2.2.1は平成20年 3月 から平成21年 1月 までのイノベーションプラザ利用のべ人数を

示す。ただし,平成20年4月 のデータが欠けているのは,入館者カード読取機の故障で正確な利用人数が得

られなかったためであり空欄とした。表や図から明らかなように,年度初めは新入生の見学も含め多くの入館

者があるが,6月 頃から次第にプロジェクト活動をする学生数も固定され,利用人数は横ばいになっている。

表2.2.1入館者のべ人数

年 月 のべ人数

平成 20年 3月 2601

4月 **

5月 2130

6月 2313

7月 1956

8月 2079

9月 2087

10月 1664

11月 1400

12月 2026

平成 21年 1月 1795

合計 21188

**機械不備のため集計できず

合計には4月 の人数を含まず

プラザ利用人数

（く
）
黒
く
て
ｅ

★絆
ご
手 供ネら
'°'■
9ら
'チ
争゙ヘヘ

年・月

図2.2.1入館者のべ人数

2.2.3平成19年度プロジェクト活動最終報告会
平成20年 3月 10日 に講義棟 K302教室にて平成19年度プロジェクト活動最終報告会を実施した。平成19

年度に活動した13プロジェクトチームが成果を発表した。リーダーが卒業を迎えるプロジェクトもあつたが,後

輩に引き継いでプロジェクトは継続させていた。発表に対して、プレゼンテーション評価が行われ,創 'sプラシ

ーボ(デザイン),Ign■bnおょび第2ロボコンプロジェクトの3チームが表彰された。
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2.2.4平成20年度プロジェクト活動審査会
1.第 1回 プロジェクト審査会 (継続)

開催日:平成20年4月 23日

場 所 :徳島大学工学部創成学習開発センター1階

昨年度から,活動中のプロジェクトの継続審査を年度の始めに実施することにしている。審査は計画内容と

必要経費を記入した紙媒体による申請書と,それを元にしたプレゼンテーションによつて行われる。活動計画
の不備や予算の不適正は審査を担当するセンター教員によって改善を求められ,書類の再提出が求められ

る。今年度はプロジェクト活動継続の申請が12件あったЭ書類の不備による再提出があつたものの,継続申請
した全てのプロジェクトが承認された。図2.2.2に糸区続プロジェクトのプレゼン用スライドの一部を示す。
以下に平成20年度のプロジェクト活動の継続が許可されたプロジェクトを列挙する。
① ギター 解 析 プ ロジェクト ② 第 2ロボコンプ ロジェクト ③ cTP(Co ordinatiOn Trdnng PrOject)

④HAMプロジェクト
⑦たたらプロジェクト

⑤飛行船プロジェクト   ⑥ィグニッションプロジェクト
③鳥人間プロジェクト   ⑨デザィンプロジェクト(創 's placebo)

⑩パワーアンププロジェクト①建築プロジェクト ⑫ソーラーボートプロジェクト

CTP
― Co_crdin歯 狐 Tm油面 IPmj● Ct~

鷲菫  ●―  ■口農口口臼謝‖い申

畷躍腱場躍躙轟臓尋碑
R口 a       ″

…

     ″

六 喘  瑠 囀 賭 鴨

轟  購 略 時
ロロ囀占  露字●腟宰轟時

・ ―
       ″

●囀 ■  ●■■宰
“

渕日社会宇お詩
大ス繹爆●     ご
●コ薦里子     ″
車●8曇       ″
ロロ妻幸      ″
古饉        `

創
:s placeboく

らりすぷらし―ば)

鱚

い ワ

ソーラーボートプロジェクト

審査会発表

1懲根工学科,ψ2  石田腱司
尋   山畑隆史
4  吉村崇
辱   岡田忠士

発表者 山畑隆史

絣
磋
鉛

霧

溝Ω會澱ェ郵m)爛
. 渋谷 隼ス

.・1逼鳳 鷺

I撃33機械工学科
4年 佐韓旭

丁
鱚

図2.2.2糸区続プロジェクトのプレゼン用スライド(一部のみ)

2.第 2回 プロジェクト審査会 (新規)
開催日:平成20年 5月 29日

場 所 :徳島大学工学部創成学習開発センター1階

平成20年度の新規プロジェクトに LEDプロジェクトと映画製作プロジェクトの2件の応募があり,審査の結果 ,

承認された。図2.2.3にそれぞれのプロジェクトが審査会で使用したスライドを示す。また、糸区続プロジェクトと
して小中学生向けロボット教室。運営プロジェクトの応募があり,審査の結果,承認された。
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3.第 3回 プロジェクト審査会 (新規)

開催日:平成20年 10月 31日                        '
場 所 :徳島大学工学部創成学習開発センター1階

年度の途中ではあったが,新規のプロジェクトを募集することになった。その結果,LEDデザインプロジェクト
とLegoトンプロジェクトの 2件の応募があり,審査の結果 2件共に承認された。

目的・目標

LEDプロジェクト醸

工学部 光応用工学科  1年
電気電子工学科 2年 矢

管７
祐
訓
釧

o目 的

大学生のレペルのモノ作りがしたい

モノを作ったときの満足感を得たい

o目 標
■LEDの特長を生かし,みんなが欲しいと

II 壼
LEDうプロ

卒業までに本格的な映画を自分達の手で制作するた
めの下準備・

今年は主に小道具の製作と脚本作成に力を入れる機械工・¬年
化学応用工 '¬ 年
電気電子工 'コ 年
機械工・¬年

藤井建太
中西信介
新潟一宇
野田将貫

映画制作プロジェクト

図2.2.3新規プロジェクトのプレゼン用スライド

2.2.5平成20年度プロジェクト活動中間報告会
1.平成20年度徳島大学。和歌山大学プロジェクト活動合同中間発表会

開催日:平成20年 12月 13日 (土)11:00～ 15:45

場 所 :徳島大学工学部 共通講義棟 K201

参加者 :徳島大学から教員・学生37名 ,和歌山大学から教員・学生15名

和歌山大学学生自主創造科学センター「クリエ」でプロジェクト活動をしている学生が教員と共に来学し,以

下のプログラムで両大学のプロジェクトがそれぞれ活動の中間報告をした。表2.2.2に中間報告会のプログ

ラムを,図 2.2.4に発表会の様子を示す。また,デザインプロジェクトの学生が作成した中間報告会案内ポス

ターを図2.2.5に示す。各プロジェクトの報告では活発な質疑応答が行われ,発表会の終了後も他大学の学

生同士間で意見交換や情報交換が遅くまであり,有意義な発表会であつた。

ジェクト

絋餘瘍輪鍮W螂雉
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表2.2.2平成20年度 徳島大学。和歌山大学プロジェクト活動合同中開発表会プログラム

11:00～ 11:10  開会の挨拶 徳島大学 :英 崇夫 倉J成学習開発センター長  '
11:10～ 12:10  発表A司会:梶本 和孝

11:10～ 11:25  徳大① ソーラーボートPJ
ll:25～ 11:40  和大① 発達障害の子どものための学校支援 P」
11:40～ H:55  徳大② たたらP」
11:55～ 12:10  和大② クリエ。映像制作 PJ

12:10～ 12:55昼食休憩
12:55～ 13:55  発表 B司会 :時安 一成

12:55～ 13:10  徳大O映 画制作 P」
13:10～ 13:25  和大O自 然風で快適に過ごせる環境の研究町
13:25～ 13:40  徳大C飛 行船 PJ
13:40～ 13:55  和大C低 公害車の研究。開発 PJ

13:55～ 14:10  休憩
14:10～ 15:10  発表 C司会:佐藤 旭

14:10～ 14:25  徳大⑤ ロボコン P」
14:25～ 14:40  和大⑤ アームロボットの研究 P」
14:40～ 14:55  徳大⑥ 小中学生向けロボット教室企画・運営 P」
14:55～ 15:10  和大⑥ 和歌山大学陸上グランドの緑化事業 P」

15:30～ 15:40閉会の挨拶 和歌山大学

図2.2.4プロジェクト活動合同中開発表会の様子
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2. 第2回平成20年度プロジェクト活動中間報告会

開催日:平成20年 12月 17日 (水 )17:00～ 19:40

場 所 :徳島大学工学部創成学習開発センター1階

参加者 :学生。教員28名

表2.2.3第 2回平成 20年度プロジェクト活動中間報告会プログラム

司会:佐藤旭、飯田裕介
17:00～ 17:15  ① イグニッシヨン
17:15～ 17:30  ② ギター解析
17:30～ 17:45  ③ LED
17:45～ 18:00  ④ デザイン
18:OO～ 18:15  ⑤ LEDデザイン
18:15～ 18:30  ⑥ 鳥人間
18:30～ 18:45  ⑦ ノ`ワーアンプ
18:45～ 19:00  ③ HAM
19:00～ 19:15  ⑨ LEGOトン
19:15～ 19:30 ⑩ CTP
19:30～ 19:40  総評 (英センター長)

:゛

覇■1綸■
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中間報告会は,1年間のプロジェクト活動の最終報告会に向けての方向性の確認と修正を目的とした報告
会である。この報告会には表2.2.3に示す10件のプロジェクト活動の中開発表があった。図2.2.6に中間
報告会の様子を示す。各プロジェクトによるこれまでの活動についての報告後に活発な質疑応答があった。活
動内容について改善点や方向性について示唆に富む意見や質問が多くあり,それぞれのプロジェクト活動が

年度末までに行う活動の指金十となった。

図2.2.6プロジェクト活動中間報告会の様子
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2.3評価口改善部会
2.3.1評価・改善部会の活動概要                      ,
評価。改善部会では,学生のプロジェクト活動に対する下記業務について企画・設計部会および実現・実施
部会と連携して前年度を踏襲した。また,第 1回外部評価委員会を開催し改善に向けた取り組みを行った。
(1)学習報告会の計画と実施

(2)プレゼンテーション評価の実施

(3)外部評価委員会の開催

2.3.2外部評価委員会実施報告
第1回創成学習開発センター外部評価委員会を2008(平成 20)年 5月 28日 (水 )創成学習開発センター 1

階において開催した。平成20年度外部評価委員会委員は,河野清先生 (元工学部長。名誉教授),山本紘
一様 (株式会社山本鉄工所 代表取締役社長 (工業会理事長)),松浦良彦様 (株式会社松浦機械製作所
代表取締役社長)の 3名 に委嘱した。創成学習開発センターから|ま英センター長,4部門長,センター専任教
員と6つの学生プロジェクトの代表が参加したc図 2.3.1に外部評価委員会実施の様子を示すЭ

一
■
●

●
●
一鑽

図 2.3.1
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議事進行は,英センター長からセンターの概要説明を行い,4部門長からそれぞれ昨年度の活動報告を行

つた。この報告を受けて,外部評価委員から指摘や助言を受けた項目に対する審議内容を以下に報告する。

(1)総合技術センター技術職員の支援の問題

委員から,時間内の技術職員の方の有効活用を行うことを考える必要があるとの質疑に対して,センターと

しては,今後とも技術職員の方と話し合い,解決策を検討すると回答が行われた。

(2)セ ンター専任教員の確保

委員から,センター専任教員の確保が重要 (恒常的なポストが不可欠)であるとの質疑に対して,センターと

しては,恒常的なポストを確保したい。

(3)科研費など外部資金の確保

委員から,恒久的なセンター専任教員を中心に,科研費の申請を行う必要があるとの質疑に対して,センタ

ーとしても本来そうあるべきとの回答が行われた。

(4)全学のセンターとしての位置づけを !

委員から,全学のセンターであって欲しい。将来は一つの学科に発展させては,との意見が出された。セン

ターからは,センター将来構想を考える時期だと考えている旨の回答が行われた。

(5)プ ロジェク ト審査時の問題点について

委員から,プロジェクト審査時に,来期の活動目標が欠落している。「抜けたメンバーの穴埋め」との記述は

残念である。との意見が出された。センターからは,今後,教員が指導しなくてはいけない。との回答が行われ

た。

(6)大学としての資金提供のあり方

委員から,本来は学長が資金提供するべきであるが,資金を集める方策が必要である。との意見が出された。

センターからは,「現在,学長裁量経費が300万円ある。」との回答が行われた。

(7)企業との共同プロジェク トについてり方

委員から,企業との共同プロジェクトを模索しては,大学院生による研究プロジェクトが考えられる。との意見

が出された。センターからは,大学院生を含めたプロジェクトを行つているが,さらに研究志向型プロジェクトの

開発を行って行きたい。との回答を行つた。

(8)プ ロジェクトの目標の立て方について

委員から,例えば,ソーラープロジェクトなど具体的な目標を立てているのか。との質問に対して,センター

からは,ソーラーボートの弱点は異分野になっていない。自動制御の関係は上手く動いている。との回答があ

つた。

(9)イ ノベーションプラザ利用について

委員から,イノベーションプラザ利用が,夏休み,春休みが少ない。中間発表会の時期を早くして,夏休み ,

春休みの活用を考えてみて欲しい。技術職員の夏休みであれば参加しやすい。夏休みを有効に活用して欲

しい。との意見が出された。センターからは,8月 が夏休みであるが,本来9月 は自主的な活動の期間になつて

いる。との回答を行つた。今後この視点に立った改善策が必要と思われる。
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(10)プ レゼンテーション評価について

委員から,プレゼンテーション評価を,3段階から5段階評価が望ましい。との意見が出された。センターから

は,評価法の改善を行つて行きたい。との回答を行つた。

(11)プ ロジェクトの評価法の確立と予算配分

委員から,プロジェクトの評価法を確立して,予算に差を付けることも将来検討して欲しい。との意見が出さ

れた。センターからは,現在,当初予算と追加予算配分を予定している。(活動に見合った予算配分を行いた

い。)プロジェクトの創造性や独創性,企画力,説得力などの評価法は今後開発を進める。との回答を行つた。

(12)工業会からの講師派遣 (人的援助),工業会のホームページの活用

委員から,工業会からの講師派遣 (人的援助),工業会のホームページの活用についての提案が行われた。

センターからは,是非そのようなシステムを構築したいとの要望を行つた。

(13)寄付金制度についての検討

委員から,工業会にも寄付金制度があり,寄付金が使えないか工業会として検討する。との意見が出された。

センターとしても是非お願いしたい旨の要望を行つた。

(14)ソ ーラーボー トの釜山との共同プロジェク トの進み具合

委員から,ソーラーボートの釜山との共同プロジェクトの進み具合についての質問があつた。センターからは,

徳島大学の機械の学生ばかり,制御関係については目処が付いてきたが,ソーラー装置ができれば,海洋大

学の方は船体が出来上がって,航行テストを行っている旨の回答を行つた。

(15)指摘・改善点に対する改善策

以下のように「指摘。改善点等」に対する
~改
善策等_を表に示すご

表2.3.1指摘。改善′点に対する改善策の一覧
指摘・改善′点等 改善策等

総合技術センター技術職員の支援の問題。時間

内の技術職員の方の有効活用する手立てを考え

る必要がある。

今後とも技術職員の方と話し合い、解決策を検討す

る。

センター専任教員の確保が重要である。(恒常的

なポストが不可欠)

恒常的なポストを確保したい。

センター専任教員を中心に、科研費の申請を行

つ。

本来のスタイルだと思う。

全学のセンターであって欲しい。将来は一つの学

科に発展される。

センター将来構想を考える時期だと考えている。

プロジェクト審査時に、来期の活動日標が欠落し

ている。「抜けたメンバーの穴埋め」との記述は残

念である。

今後、教員が指導しなくてはいけない。

本来は学長が資金提供するべきであるが、資金

を集める方策が必要である。

現在、学長裁量経費が300万円ある。

企業との共同プロジェクトを模索しては、大学院

生による研究プロジェクトが考えられる。

大学院生を含めたプロジェクトを行つているが、さらに

研究志向型プロジェクトの開発を行つて行きたい。

例えば、ソーラープロジェクトなど具体的な目標を

立てているのか。

ソーラーボートの弱点は異分野になつていない。自動

制御の関係は上手く動いている。
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2.3.3プレゼンテーション評価
創成学習センターのプロジェクト審査会,研修会,中間発表会におけるプレゼンテーション評価を行つた。平

成20年度におけるプレゼンテーションの評価方法やその結果について報告を行う。

(1)新規プロジェクト審査会

5月 29日 に開催した新規プロジェクト審査会においてプレゼンテーション成績評価表を作成し実施した。発

表した新規プロジェクトチームは2チームであった。参加者は学生14名 (8チーム),教員2名であつた。プレゼ

ンテーション評価結果は,発表者に以下の5項 目別と総合評価点とコメントー覧を手渡した。

判定する項目:

① 表したプロジェクトの目的はしっかりしており,達成するための目標も十分に定められ,明確に説

明している。

② 目標へ到達するための計画はしつかりと練られているc
③ 発表の態度が堂々としており,発声もよく,相手に伝えようとする努力が感じられる。

④ 発表したスライドショーの見栄えがよく,各スライドで適切に説明している。

⑤ 質問をしっかりと理解して,スムーズに適切な回答を出している。

⑥ コメント

評価基準:1が悪い,2が普通,3が良い

(2)プロジエクト中開発表会

平成20年 12月 13日 (土 )に開催された和歌山大学&徳島大学プロジェクト活動合同中間発表会と平成20
年12月 17日 (水 )に開催された第2回創成学習開発センター プロジェクト活動中間発表会においてプレゼン

テーション評価を実施した。和歌山大学&徳島大学プロジェクト活動合同中間発表会は,和歌山大学6チー
ム,徳島6チーム,第 2回創成学習開発センター プロジェクト活動中間発表会は,徳島大学10チームが発表

を行った。

和歌山大学&徳島大学プロジェクト活動合同中開発表会では,徳島大学教員,和歌山大学教員,徳島
大学学生,和歌山大学学生の合計48名 による評価を行い,以下の6項 目に対する評価を4段階で採点しコメ
ントを付けた。また,第 2回創成学習開発センター プロジェクト活動中開発表会では,徳島大学の教員5名と

学生25名の30名の内18名 による評価を行い,評価′気を出した。実施したプレゼンテーション評価結果とコメ
ントは各プロジェクトチームに後日直接知らせた。図2.3.2に評価結果の一例を,図 2.3.4に発表に寄せら
れたコメントを示す。

判定する項目:

① 目標。目的が明確に設定されている。
② 目標を達成するためのアイデア,工夫,努力などが具体的である。
③ 目標に対する今後の活動方針が具体的に述べられている。
④ 発表の態度が堂々としており,発音もよく,相手に伝えようとする努力が感じられる。

⑤ 使用したパワーポィントが簡潔で見やすく,それに基づいて適切に説明があされている。

⑥ 質問内容をしっかりと理解し,適切に回答している。

⑦ コメント

評価基準:4(十分)～ 1(不十分)の4段階で評価
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勁 雇 レ テーション評価

第2ロボコンプロジェクト

図2.3.2ブレゼンテーション評価結果

(3)プロジェクトマネジメント研修会

平成21年 2月 14日 (上 )創成学習開発センターにおいて第3回プロジェクトマネジメントが開催された。参加
プロジェクトチームは6チーム,9名の参加であった。研修会では5班に分かれて研修が行われ,それぞれのP
LANのプレゼンテーションに対して以下の5項 目と総合評価を行つた。

判定する項目:

① 目的:  目的が明らかになっているか?
自分ならこの目的でよいか?

この目的設定に同意するか?

② 目標:  目的に対して目標が設定されているか?
設定された目標で目的を十分に達成できると思うか ?

③ 対策:  目標を実現するための策が具体的か ?
自分がこのプロジェクトを実施するとすれば実施が可能か ?

④ 実現可能性 :実行できる具体的計画になっているか?

このプロジェクトは成功すると思うかつ

⑤ 評価法 : 評価方法と評価基準が明確であるか?

目的,日 標に対する評価の仕方が明示されているか?

評価基準は適切か ?

評価値 :①から⑤の項目は,5～ 1の 5段階で評価

評価項目T ヨ標 目的が明確に設定されている。

平価壊日2 ヨ標を達成するためのアイディア、ェ夫、努力などが1体的である

平価項目0 目様に対する今後の活動方針が具体的に述
べられ

ている.

平価項目4:
暗壼の態度が堂々としており、発音もよく、
8手に伝えようとする努力が感じられる。

澪1面項目さ 吏
用したバワーホィントが簡潔で見やすく、
:れに基づいて適切に説明力

'な
されている.

評価項目β t問内容をしつかりと理解し適切に回答している。

表2.3.2プレゼンテーションに関するコメント表
第2ロボコンプロジェクト

くプロジェクト活動の内容〉

奇瞥勇」二浅認農彎:臨粛刷Tテつていると思つた。

靱
I尉3品」契1亀Vlロ

ザた集中加ますユ、

先の見通しが出来ている。

懲 鉤 鱗
慾 :鱈 ュ £鰍 響

継

…

転

鍛 ぷ京ζttf感
じる.次の大会応援してます。

出場権を得てからの取り組みがすごい。
勝つためのアイデアは,

3鱗廠鳥艦普せヽ9う嚢諮暮ぶ 班黎lYi:ゼも駈慈がれ、た.匁れっと銘を持つてほしいです.

く発表の仕方〉

憂豪[子嗅

'ふ

量凝ζもこ占ギ:こ
字が全体的に4ヽきく、見づらい。話の流れもよく、面白かつた。

映像を見せてはしい。
分かりやすく状況が伝わり易い発表.

最ツ富罹ρF輩識
近ぐこあることよ、お互四ことつてもいにとですね。

叢畠与蹴 覚奥崚1里第1ど
を交えるのは良かつた。

奏験名祠 れる。
分かり舅鑽

つ`た。ブレゼンに必要な要素だと思つた。

説明の構成、話術共に良かつた.
人をひきつけるような蠣舌し方力(しつかりと出来ていた ,

築いがある良い発表だ。
写真が入り分かりやすく、失敗談などもあり、おもしらく分かりやすかつた。
おし方が上手だ。
活動内容が明確だった.
発表内容をそこまで卑下しなくても良いのでは?
大会の反雀がこれからの活動に生かされるような

'レ
ゼンだつたと思う。

文字が小さい 渚勁内容についてはわかった .
堂々としていて スビードなとも適当だった .

字が小さくて見づらかつた.
分かりやすく鶴いていて楽しかった。フレゼンもまとめられていた,
会場全体に対して発表できていた.
重
=い
発蚕だった .

襦手の興味笑いをまう 発表の仕方が良かつた.

,かりやすく 楽しくてきていた.
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⑥ 総合評価(ABCの 3段階で評価)
A:よく計画されており,成果が期待できる。             .
B:マイナーな検討と変更を要す。(対策が少し曖味であるという程度)

C:大幅な再考 (再検討)を要す。(目的,日 標,対策が曖味)

(4)TU/KMU工 学教育シンポジウム
9月 22日 に開催された韓国海洋大学校とのシンポジウムのプレゼンテーション評価を実施した。このプレゼ

ンテーション評価による評価を基に口頭発表2件 ,ポスター2件の発表賞を行つた。詳しい内容については ,

「2.1.5 TU/KMU工学教育シンポジウムの実施」のベージに記載しているので,ここでは省略する。

(5)プレゼンテーション評価を実施した成果と問題点について

今年度のプレゼンテーション評価は,プロジェクト中間発表会に加えてプロジェクトマネジメント研修会や新

規プロジェクト審査会のプレゼンテーションの評価も行つた。評価項目や評価基準はそれぞれの発表内容に

沿つた項目を設定したため,評価基準は新規プロジェクト審査会では3段階,プロジェクト中開発表会では4段

階,プロジェクトマネジメント研修会では5段階 (総合評価3段階)となった。各プロジェクトチームにはチーム毎

の結果 (絶対評価)を示したが,他のチームとの相対評価を判断する材料や順位は提示しなかつた。また,プ

ロジェクト内容に対するコメントや発表技術に対するコメントも有用なコメントが多くあつたが,そのまま提示した

のみに終わり,今後のプロジェクト活動にどのように活かすのか,またどのように改善すれば良いかと言つた道

筋を指し示すフォローアップが今年も課題となった。今後は,アンケート結果やコメントを有効に活用するため

に,各チームに知らせると共に,そのアンケート結果を基に各チームの指導を行う指導体制を整える必要があ

ると考えられる。

2.3.4創成学習開発センターの活動に関する評価と改善
今年度は,プロジェクト報告会以外に研修会や審査会におけるブレゼンテーション評価アンケートを実施し

た。また,評価項目や評価基準の統一が必ずしも図れなかつたが,外部評価委員会の指摘を受けて,評価基

準の見直しを行つた。今後はプロジェクトに対するプレゼンテーション評価をどのような目的で実施するのかを

明確することが重要である。今後とも実施したプレゼンテーション評価結果を分析し,日 常の学生の活動に反

映させる取り組みが必要である。また,学生からの相談にも対応している実現。実施部会との連携をいつそう強

化していく必要がある。また,日 常のプロジェクト活動を評価する手法を確立する必要がある。今後評価手法

の開発に向けて調査。研究を行う予定である。

ミ:【成果】                                        ミ:

:: 昨年度,創成学習開発センター外部評価委員会規定を策定したが,その規定に基づいて第1回外部ミ|
ミi評価委員会を開催した。外部委員から運営からプロジェクト活動に至るまで多岐にわたる貴重な指摘やミ:

ミ:アドバイスを受けて,各部門の活動に反映させることができた。特に外部資金の確保やプロジェクトの活ミ:
ミ:性化に向けた具体的な手立てを行うことができた。                        i:
ミ:例年のプロジェクト報告会に加えてプロジェクトマネジメント研修会や新規プロジェクト審査会におけるプレゼン ::

ミ:テーション評価アンケートを実施した。評価基準は外部評価委員会の指摘を受けて改善を行った。評価結果 l:

|:は各プロジェクトチームに公表し,今後の活動の改善などに活用された。また,徳島大学で開催した和歌山大ミ:

ミ:学との合同報告会では,相互にプレゼンテーション評価を行い,大学問の技術交流を深めることができた。  ミ:
ヽヾ゛ヾヽ、、、、、ヽヽヾ Sヽヽ ヽヽヽヽヽヽドヽいヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ゛ヽヽいヽヽ゛ヽいヽ‐ヽヽヾヽヽヾヽヽヽヽヽヽヽヽヾヾヽ゛ヽヽヽ いヽヽヽヽヽヽドゞドどゞギざどざごごどビござギざどざギざギざギゞどざござギどおざござギごごござざどビジざギざざざざどドギゞざゞJ
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2.4公開ヨ連携部会
2.4.1公開・連携部会の活動概要                       `
公開・連携部会では,創成学習開発センターの活動に関わる情報発信と学内外の諸機関との連携構築を

担当しており,以下の業務を実施した。

a)活動のWEB発信
b)学内向け月刊誌 (ポスター)の発行

c)年次活動報告書・パンフレット類の作成・配布

め 学会等における成果発信

e)小中高生向けイベントおよび連携

0他大学との連携
g)その他外部への情報発信

2.4.2活動の WEB発信
昨年に引き続いて創成学習開発センターWEBサ イトの公開を行つているcホームページの URLは
httpi//www・ip.tokushima‐ u.ac.jp/～center/index.htmである。本年度はホームページの内容を見直し,新

しく作り直した。前年度までのホームページは1つのフォルダ内にすべてのページが保存されていたために,

すべてのファイル名を把握している作成者のみが更新できるものであった。リニューアル後のホームページは

階層ごとにフォルダを作成して整理しているので,誰もが容易に更新作業を行える。図2.4.1にホームペー

ジのトップページを示す。左側の項目をクリックすると右側に内容が表示される。表2.4.1に各項目の説明を

まとめた。「新着情報」には,今後開催予定の講習会やイベントの情報を紹介している。各イベントの前の★印

:

表2.4.1選択項 目の説明
項 目 内容

千着情報 開催予定の講習会やイベント情報

センター紹グ) センターの概要,センター長のメッ

セージ,設備や消耗品の情報

組織と規則 4部会組織や学生組織の紹介

センター利用

に関する案内

センターの利用方法について紹介

安全講習

について

安全講習の日程や申し込み方法に

ついて紹介

講習会 &イベ

ント開催報告

講習会やイベントの開催報告

学生プロジェ

クト活動報告

学生プロジェクト紹介ページヘのリ

ンク

地域社会

活動報告

地域社会活動の開催報告

成果の公開 発表した学術論文,国際会議 ,国

内会議発表などの報告

書類倉庫 申請書や報告書などの必要書類が

ダウンロードできる

リンク 他大学の創成センターや関係学会

へのリンク

r‐二:議 1密ャ

=

,I」 :繊

"服

:L樹VII
1ヽ1‐■,|゛
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をクリックすると,イベントの情報が得られるようにリンクを貼つている。「センター紹介」には,センターの概要 ,

センター長からのメッセージ,利用学生からの声,アクセス方法,設備および消耗品一覧および室内レイアウト
の紹介をしている。利用を考えている学生からホームページに掲載して欲ししν情報として最も多かった意見は
「イノベーションプラザで何ができるのかを知りたい」であつたため,本ホームページにはイノベーションプラザ
の設備や消耗品に関する情報を詳細に記した。ところが,記載した情報はただの羅列であり,その物の設置。

保管場所等は記されていないために利用しにくい状況になっている。今後,利用者の意見を聞きながら検討
していく予定である。「組織と規則」には,センター4部会組織やリーダー会や編集委員会の学生組織につい

て紹介している。また,定められた規則も記載している。今後,組織の紹介のみではなく,組織の活動につい

てより具体的に情報を掲載していく予定であるc「センター利用に関する案内」には,初めてイノベーションプラ
ザを利用する学生に対して利用のルールを掲載した頁であるc~安全講習について」には,安全講習を希望
する学生のために,日 程および申し込み方法を詳細に記述しているc以前のホームページには,センター利
用に関する案内の下層に位置しており,見つけにくいという意見があつたので独立した項目としてトップページ

に置くことにした。「講習会&イベント開催報告」には,センターが関わつた講習会およびイベントの報告を行っ
ている。「学生プロジェクト活動報告」には,現在活動している学生プロジェクトのホームページヘのリンクおよ
び過去に活動した学生プロジェクトの活動報告書を掲載している。2008年度の学生プロジェクト数は15の内,
7つのプロジェクトがホームページを作成してリンクを貼つている。残りの学生プロジェクトは,あまり活動してい

ないか,ありいは,活動を始めたばかりで成果が得られていないためにホームページを作製するまでに至って
いないと思われる。「地域社会活動報告」には,一般市民のために開催したイベントに関する活動報告を記す。
「成果の公開」には,センター教員やプロジェクト学生による発表した学術論文,国際会議および国内会議発
表などを列挙している。「書類倉庫」では,申請書類や報告書類など利用する学生が必要とする書類のひな型
がダウンロードできるようになっている。最後に'リンク_に |ま ,他大学の創成センターや関係学会へのリンクを
貝占つている。

2008年 9月 に新しいホームベージを作成してから|ま ,残念ながら1玉とんど更新されていない。学生が作成
した学生プロジェクトのホームページも同様であるc

本年度,新しく創成学習開発センターX00PSを立ち上げた。立ち上げには工学部総合技術センター情報
システム分野の齊原氏および木戸氏の全面的な協力を得た。閲覧および書き込みは大学内限定ではあるが,
禾J用度が高い。アドレスは,http:〃 www.ip,tokushima‐ u.ac.jp/～x00ps/である。トップページおよび掲示板の
画像を図4.2.2に示す。行事予定,センター利用学生同士の意見を交換する掲示板,活動記録を示すアル
バム,学生組織会議の議事録などが掲載されており,カウントされる閲覧数を見ると,十数名の学生が利用し
ていることが伺える。しかし,学内限定であるために自宅や携帯電話からの閲覧や書き選みができないことから,
ソーシャル・ネットワーキング・サービスの mixi(ミクシィ)を利用している学生プロジェクトが多い。

11111・
｀ ―

|  
―1輔ネ′1

,智望・
夕全

■■■■■|■ ,■|■|■●摯=髯Fギ
=挙=寝“
■̈

図 4.2.2倉 J成学 習

■申●■||■ ||■ |■ |●■'・ ==■|■11,1111

開発センターX00PS
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問1.あなたは,創成学習開発センターの
ホームページを見たことがありますか?

□ Yes

M No

問3 あなたは,創成学習開発センターで
プロジエクト活動をしていますか?
あるいは,したことがありますか?

□ Yes

M No

間5 あなたは,創成学習開発センターの
存在をご存知ですか?

<間 3で「はい」と答えた者を除く>

□Yes

R No

問2.あなたは,「月刊イノベーション」の
ポスターを見たことがありますか?

□ Yes

M No

間4 あなたは,イノベーションプラザに
入館したことがありますか ?
く問3で「はい」と答えた者を除く>

□Yes

m No

間6 あなたは,イノベーションプラザの
場所をご存知ですか ?

<間 3で「はい」と答えた者を除く>

□Yes

M No

内側 :平成19年度
回答数 :機械工学科1年 70名

外側 :平成20年度
回答数 :機械工学科1年 85名

間7 あなたは,これから卒業するまでに
イノベーションプラザを利用すると思いますか?
あるいは,利用したいと思いますか?

図2.4.3知名度アンケート調査結果
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本年度も昨年同様に機械工学科1年生112名 を対象に創成学習開発センターの認知度のアンケート調査

を行い,85名から回答を得た。図2.4.3にアンケート調査結果を示す。内側の円が昨年度 (平成20年 1月 )

に実施した結果,外側の円が本年度 (平成21年 1月 )に実施した結果を示す。本センターのホームページを

見たことがある学生は 14%から 19%に増加した。しかし,全体の1/5と少ない。次に月刊イノベーションを見

たことがある学生は 21%から 29%に増加した。機械工学科棟のいたる所に掲示した効果が現れているものと

思われる。昨年度にセンターで活動している機械工学科1年生の割合は 9%に対し,本年度は 14%に増加し

た。したがって,日 標値である 10%をクリアしたことが明らかになつた。次にイノベーシヨンプラザに入館したこと

のある学生は 19%から 11%に減少した。これは,プロジェクト活動をしている学生を除いているためであり,入

館したにも関わらずプロジェクト活動に参加しなかつた学生の割合が減つたと言える。創成学習開発センター

の存在を知っている学生は77%から81%に上昇した。4月 に開催された新入生のオリエンテーションの場で実

施したセンターの説明と学生によるプロジェクト紹介の効果であると言えるcイノベーションプラザの場所を知ら

ない学生の割合も,昨年同様多いことが明らかになった。月間イノベーションのポスターに記載しているのだが,

ポスターの認知度が低いことが原因であると思われる。これを増やすことが,新入生獲得につながると思われ

る。最後の質問で,卒業するまでにイノベーションプラザを利用しないと思うと回答した学生は 9%から 18%に

増えた。機械工学科の学生でありながらものづくりに興味を示さない学生が増えたことは心配である。また,わ

からないと回答した学生は予想通り71%と多くいることが明らかとなった。機会があれば参加しようと考えている

者が多く,この学生をいかに取り込むかがセンターを活性化するポイントと言えよう。

ミ:【成果】

:: 本年度は,創成学習開発センターのホームページの更新を行つた。また,学生プロジェクト活動を報告する

::ホームページが学生自身の手で作成されるようになったのは大きな前進であるc今年度ホームページを作成

ミ:したプロジェクトは16チーム中7チームに留まっているが,ホームベージを作成しなければならないという意識

::は全チームに浸透しており,今後増えると思われる3また,学生組織による定期的なホームベージの更新が今

|:後の目標である。

:: 創成学習開発センターの認知度は,4月 の新入生オリェンテーションにおいて創成学習開発センターの紹

::介を行うことで向上している。これが,プロジェクトに参加する学生数の増加につながつており良い成果が現れ

::ていると言える。
幕`′―・・・、̀、 ●ヽ■―●ヽ′ヽ‐‐ヽヽ●ヽ●|― ――‐・ヽ・ ・ .‐  卜●|― ●、■ヽ■ヽ‐―ヽヽヽ́・・・●ヽヽヽ ,ヽヽ ●ヽ●―‐ヽヽ●ヽ●ヽ ,● ●●●̀̀● ●●●ヽ■ヽ●‐ |ヽ●●■‐ ,ヽヽ ●ヽ:ギ :ざござギお:=ざ」ごII`およどギギ:=r:::::#Jご :′

2.4.3学内向け月刊誌の発行 (編集委員会)
創成学習開発センターの活動を学内の教職員や学生に認知してもらうことを目的に学内向け月刊誌を発行

している。学生組織である編集委員会が中心となり,月 刊誌である「月刊イノベーション」を作成する。月刊イノ

ベーションは A2版のフルカラーのポスターであり,毎月 100部が印刷され,学内掲示板に掲示される。本年
度は 10月 号から2月 号までの 5回発行することになつた。発行したポスターは,本章巻末に添付する。予算
は6月 から3月 までの10回分を申請していたが,夏休みを過ぎないとプロジェクト活動の成果が現れなく,記事

が書けないという理由から10月 からの発刊となつた。

編集委員会は毎月末に開催してポスターの校正と次号の担当者の決定を行う。本年度から選挙により選ば

れた学生が編集委員長を務めることになった。委員長は鳥人間プロジェクトリーダーの時安一成君 (機械工学

科2年),副委員長は LEDプロジェクトリーダーの官田亨君 (光応用工学科1年)が選出された。書記は交替
制とし,全員が担当するように決めた。本年度の編集委員会は平成21年 1月 末までに8回開催した。第3期編

集委員会メンバーと役職を表2.4.2に ,委員会開催日と議題を表2.4.3にまとめる。
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表2.4.2第 3期 (平成20年度)編集委員会メンバーと役職
役職 所 属 学 年 氏 名 プロジェクト

委員長 機械工学科 2年 時安一 成 鳥人間 PJ
副委員長 光応用光学科 1生F 宮田亨 LED P」

知的力学システムエ学専攻 M2年 石 田雄司 ソーラーボートP」

知的力学システムエ学専攻 Ml年 島村典尚 たたらPJ
矢口能情報システムエ学専攻 Ml年 渋谷隼人 デザインP」

総合科学部

人間社会学科
Ml年 中田領樹 Co‐ ordination Training PJ

電気・電子工学科 4午 山本真央 真空管アンブ作製 PJ
機械工学科 4年 1端剛史 Ignition PJ

機 械 工学 科 4年 佐藤旭 ギター解析 P」

機 械 工字科 4年 水野孝則 飛行船製作 P」

光応用光学科 3年 梶本和孝 HANI PJ
知能情報工学科 2年 飯田裕介 ロボコン P」

機械工学科 1年 阿地恵太
小学生向けロボット教室

企画・運営 P」

機械工学科 14F 藤井健太 映画制作 P」

化学応用光学科 14F 山口潤子 LEDデザイン P」
機械工学科 14ニ 谷口修一 レゴトン P」

ソシオテクノサイエンス

研究部
日下一也 センター教員

表2.4.3編集委員会の開催日と議題
開催 日時 出席者 議 題

第1回 9月 24日 (水 )
14:00-14:30

時安,宮 田,石 田,島村,杉本
(中 田代理 ),山 本 ,佐藤 ,阿
地,片岡 (山 口代理),日 下

委員長の選出 (選挙)

副委員長の選出(選挙)
10月 号原稿の執筆プロジェクトについて

第 2回 9月 29日 (本 )
14:30～ 15:00

時安,宮 田,石田,島村,梶本 ,

渋谷,阿地,中 西 (藤井代理 ),
山口,日 下

10月 号の内容について(校正)
11月 号の原稿作成プロジェクトについて

第3回 10月 28日 しk)
17:30´～18:00

時安,石 田,島本,,中 田,山本 ,

川端,梶本,渋谷,阿地,藤井 ,

宮田,亀谷 (山 口代理),日 下

11月 号の内容について(校正)
12月 号の原稿作成プロジェクトについて

第4回 11月 25日 (火 )
17:30′～18:00

12月 号の内容について(校正)
1月 号の原稿作成プロジェクトについて

第5回 1月 6日 (クk)

14:30～ 15:00
時安,宮田,島村,山本 ,中西 ,

水野,飯田,阿地,山 口,谷 口,
日下

1月 号の内容について(校正)
2月 号の原稿作成プロジェクトについて

第6回 1月 28日 (水 )
17:30～ 18:00

時安,宮田,石田,中 田,山本 ,

水野,近藤 ,桑田 (渋谷代理 ),
阿地,山 口,日 下

2月 号の内容について(校正)

新入生用パンフレット作成について

第7回 2月 27日 化金)
15:00～ 15:30

時安,官 田,桑 田 (渋谷代理),
山本,水野,飯田,阿地,山 口,
中西 (島村・藤井代理),日 下

新入生用パンフレット作成について

::【成果】

ii 創成学習開発センターのプロジェクト活動を紹介するために昨年度に引き続いて月刊誌を発行した。本年 :

::度から選挙により編集委員長が選出され,学生による組織運営がなされた。また,書記を当番制とする
ことで,i

i:全プロジェクトが責任もつて委員会に参加する意識を持たせることに成功した。これにより,編集委員会の出席 i

::率が大幅に向上することになった。また,月 刊イノベーシヨンの記事担当については,進んで記事を書きた
いと

:

il希望するプロジェクトは少なく,担当していないプロジェクトの中から書くことのできるプロジェクトが担当すると |

|:いう消極的な選出が行われていたのは非常に残念である。ただ,毎月定期的に発刊できた
ことから,全プロジ

i

l:ェクトの活動が順調であつたと言える。       :鳳 ″
==∴ =轟
:品″」:::訂

=:|∴
rF::::ぉ I忌ふ嘉品:議 :ふ :JII:訂″:″ 1黒 II::=二 :ご:::

'な :J:::″ ::JJ:れ IIIれぶI″オ::=::二お:よ
=IIIIII」

::II::JJ:::″ ″∴よ|:詰F::::II11:J∴ れ″:
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2.4.4リーダー会
平成20年 6月 にリーダー会議長が選挙により選出され,毎月1回定期的にリーダー会が開催された。本年
度のリーダー会の議長はロボコンプロジェクトリーダーの知能情報工学科2年の飯田裕介君が,副議長に鳥人
間プロジェクトリーダーの機械工学科2年の時安一成君が選出された。リーダー会の主な内容は,前月の活動
報告と次月の活動計画を発表することとであった。各プロジェクトが1～ 2分間で発表を行い,各プロジェクトの

進行度合いを全リーダーで確認した。計画的に活動を実施できているプロジェクトとそうでないプロジェクトが

明らかになった。しかし,すべてのプロジェクトは何らかの計画を立てており,それがうまく実施できているかで
きていないかの違いであった。表2.4.4にリーダー会の開催日と議題を示す。図2.4.4にリーダー会の様子
を示す。表2.4.5にリーダー会で報告された内容を簡単にまとめたc

表2.4.4リーダー会の開催 日と議題
開催 日時 出席者 議 題

第1回 6月 24日 (火 )
17:00～ 17:30

飯 田,時安 ,梶本 ,田尾 (山本
代理 ),川 端 ,杉本 ,中 田,島
村,飯田,渋谷,藤井,宮田,日
下

リーダー会規則について

議長および冨1議長の選出について
書記について

今後の活動について
第2回 8月 5日 (火 )
13:00～ 13:30

時安,石田,島村,佐藤 ,藤井 ,

阿地 ,中 田,梶本,宮田,渋谷 ,

日下

センターのホームページについて
リーダー会規則について
科学体験フェスティバルについて

第 3回 8月 29日 (金 )
14:00～ 15:00

時安,宮田,梶本,中 田,島村 :
山本,阿地,日 下

センターのホームページについて
エンジニアリングフェスティバルについて
淡路島合宿研修について

第4回 9月 29日 (フ )ヽ
14:00～ 14:30

時安,石田,島村,中 由:梶本 ,

渋谷,阿地,中 西 (藤井代理 ),
山口,日 下

大学祭における活動について
ホームベージについて
中FFD発表について

第5回 10月 28日 (火 )
17:00′～17:30

時安 ,石 田,島村,中 田,上 太 ,

川端,梶本,渋谷,町堪 ,藤井 ,

宮田,亀谷 (山 =代理 ),日 下
第6回 11月 25日 (火 )
17:00～ 17:30

韓国海洋大学校との合同 PJ活動につい
て

和歌山大学合同中開発表会について
第7回 1月 6日 (火 )
14:00～ 14i30

時安、宮田、島村、山本、中西、
水野、飯田、阿地、山口、谷日、
日下

予算申請について
年次報告書用の原稿提出について
企画担当者 (役割分担)について

第8回 1月 28日 (水 )
17:00～ 17:30

時安,宮田,石田,中 田,山本 ,

水野 ,近藤,桑田 (渋谷代理 ),
阿地,山 口,日 下

1階棚の振り分けについて
新入生歓迎企画について
イノベのキャラクターについて
最終報告会の日程について

第9回 2月 27日 (金 )
15:00-15:30

時安,宮 田,桑田 (渋谷代理 ),
山本,水野,飯田,阿地,山 口,
宝酉 (島村・藤井代理),日 下

最終報告会について
追い出しコンパについて
新入生歓迎企画について

図2.4.4リーダー会の様子
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表2.4.5毎月のプロジェクト活動報告例
LEDプロジェクト
7月 ブレッドボードを用いて電子回路の勉強を行う。
8月 ユニバーサル基板を使ってLED点滅回路を組む。LEDを点滅させるプログラムを作成する。
9月 主な活動を行わなかった。
10月 LEDを使った試作品を完成させた。
11月 PIC(PeripheraHnterface Controller)ボ ードを使つてプログラム開発の勉強を行つた。
12月 LEDアイデアコンテストに出す作品の設計を行つた。
1月 LEDアイデアコンテストに出す作品の試作を行った。

鳥人間プロジェクト

8月 愛媛大学へ行ってテストフライトの手伝いを行いながら,飛行機の技術情報を集めた。
テストフライトの結果,飛行機は2mの高さに達した。
翼の形状と翼を横切る空気の流れに関する計算を行つた。

9月 CADを使って主翼リブの設計と飛行機胴体の設計を行った。
10月 主翼リブの図面が完成した。さらに風力計算を行った。
11月 設計した主翼リブに不備が見つかり,設計をやり直した。主翼リブとケタの設計が完成した。
12月 すべての設計が完了して,材料の発注を行つた。
1月 材料が届き,ケタの製作を始めた。

=機
葉「

協編紹
“
篤出紹絡器出出織協出協躍需嘉ふ出品出出ふ品鳥轟 =出出轟 =“詰需出=出席

雌

′: 毎月,プロジェクト活動の進捗状況を報告する機会を設けることで,各プロジェクトの活動の様子を把握する :i

′:こと
ができるようになった。また,学生の立場から見ても,毎月の報告は自身のプロジェクトの目標となり,計画

`!

::的に活動できるようになっている3リーダー会に出席しているプロジェクトのリーダーは,全員何らかの目標を持 夕:

::つ
て活動していることが明らかとなったcただ,計画通りにうまく活動できているプロジェクトとそうでないプロジェ ;:

′iクトが存在しており,プロジェクトマネジメントを身に付けることが必要と思われる。             l:
み:FJJJごごrrFF`ご

`rrr`′

IIJrrrFJ`ご rr``rFFFrrrrr」 JごIIrFFrFFご Jごrrrri`ごごrrri J::rFrff=ご JrrFF```rご ご′J`ご♂rr`rィ」ごご
``rFr`=Jご

ごfFFFFrrrrfF`′ FrrrrFFFrrrrrF`JごごごrJfFFFFrFrFFFご
`ご

ピ」::

2.4.5年次活動報告書・パンフレット類の作成日配布
平成20年度新入生勧誘のためのセンター紹介のパンフレットを作成した。作成にあたり中心になつたのは
鳥人間プロジェクトとロボコンプロジェクトのメンバーである。図2.4.5に作成されたパンフレットを示す。昨年
度のパンフレットの表紙はイノベーションプラザの建物であり,無機質で暗いイメージがあった。今回は,人物
を中心に躍動的な写真を採用し,明るいオレンジで統一された。内容も写真付で各プロジェクト活動が紹介さ

れており,学生の目線で表現されているので親しみやすくなっている。

また,平成20年度の年次活動報告書 (本報告書)を作成した。

∬l調
い い 沖

… …
撚い い

―
織い 流

… … … … …
漱湘Ⅷ
…
誡
ゝ

:: 昨年同様に学生が中心となって作成したセンター紹介のパンフレットである。多くの学生が意見を出し合つ∫:

、:て完成させた。
パンフレットからプロジェクト活動の楽しさが伝わる。パンフレット作成の目的は,より多くの新入 ::

::生をプロジェクト活動に参加させることであり,その成果は得られていると思われる。            :;
や`ぉぉ
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2.4.6学会等における成果発信
神戸大学大学院工学研究科 (ネ申戸市)で開催された平成20年度工学。工業教育研究講演会において6件

の発表が行われた。そのうち2件は学生プロジェクトメンバーによる発表である。また,平成20年 9月 日に徳島

大学工業会館メモリアルホールにて 2nd TU/KMU Symposium on Engineering Education(2nd

TKSEE)が開催され,多くの成果発表が行われたc平成20年度の学会発表。論文投稿の一覧を表2.4.6に

示す。

表2.4.6平成20年度の活動成果公開一覧
国際講演

発表

Yuji lshida,Tadashi Okada,Takashi Yamahata and Takashi Yoshimura:A Solar

Boat Produces, Proceedings of 2nd TLT/1avlu symposium on Engineering
Education(2nd TKSEE),The Universitv of Tokushima,pp.27‐ 28(2008).

Ryttu Nakata,Sayo Sugimoto,Yoshitsugu Kondo,Kenichi Hirashima,Shinpei
F可ita,あアaka Kusumoto and Hideo rwaki:Muscular Co‐ ordination of Throwing
Task in Terms Of Accuracy Proceedings of 2nd TU/X]vIU Symposium on
Engineering Education(2nd TKSEE),The University of Tokushilna,pp.33‐ 36

(2008).

Akira Satoh:Activity Report of Guitar Analysis Project, Proceedings of 2nd

TU/KMU Symposium on Engineering Education(2nd TKSEE),The University of
Tokushilna,pp.39‐ 40(2008).

Kazushige Tokiyasu and
TORININNGENN Contest,
Engineering Education(2nd
(2008).

Tokushilna Daigaku: Ailning for Participating
Proceedings of 2nd TU/X3ッIU Symposiunl on
TKSEE),The University of Tokushilna,pp.41‐ 42

Norihisa Shillnamura, Kosuke Harada, Shingo Kuno and Shinsuke Nakanishi:
Tatara ProieCt, Proceedings of 2nd TU/1CVIU Symposium on Engineering
Education(2nd TKSEE),The Universitv of Tokushirna,pp.43‐ 45(2008).

Keita Achi,Yuuki Nagata,Yuuta Aika,Naoya Kanamura,Yasuyuki lshihara,
Gaku Kosaki and Svunsuke Suzuki: The Training of Future IT Craftman,
Proceedings of 2nd TU/K]IU Symposium On Engineering Education (2nd
TKSEE),The University of Tokushima,pp.46‐ 49(2008).

Kenta Fujii and Shinsuke Nakanishi:Filnllnaking Praect,Proceedings of 2nd
TU/1gVIU Symposium on Engineering Education(2nd TKSEE),The University of
Tokushilna,pp.50‐ 53(2008).

Toru NIiyata and Yuya 1/1anabe:AnActivityReportofLEDProieCt,Proceedings of

2nd TU/1CVIU Symposium On Engineering Education (2nd TKSEE), The
University of Tokushilna,pp.54‐ 55(2008).

国内講演

発表

続木 章三 :物理教育と技術～英国『アドバンシング物理』とわが国の高等学校『物理 I

Ⅱ』との比較～,日 本技術史教育学会総会講演会,2008年 6月・
川端 岡1史 ,桐山 聡,英 崇夫 :放送コンテンツ制作を通したプロジェクトマネージメントの

体験,学習,平成20年度工学。工業教育研究講演会論文集,4-5頁 ,2008年 8月 .

視覚的理解から操作・体得的理解ヘー4節リンク模型を

平成20年度工学。工業教育研究講演会論文集,38-
続木 章三,英 崇夫,日 下 一也
用いた「機構学」での動機付け―

39頁,2008年 8月 .

日下 一也,高木 均,米倉 大介,長町 拓夫,英 崇夫 :設計
‐製作分離型ものづくり実習

の試み,平成20年度工学。工業教育研究講演会論文集,66-67頁 ,2008年 8月 .

藤澤 正一郎,英 崇夫,桐山 聰 :共膚1的学習空間の構築,平成20年度工学・工業教育

研究講演会論文集,102-103頁 ,2008年 8月・
桐山 聰,英 崇夫 :エンジニアリングデザインに必須な能力を育成するプログラム,平成20

年度工学。工業教育研究講演会論文集,342-343頁 ,2008年 8月 .

崇夫 :課外活動による自主創造力の向上―ギターの制作・解析

平成20年度工学・工業教育研究講演会論文集,528-529頁 ,

佐藤 旭,続木 章三,英
を通して得られたもの一,
2008年 8月 .
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表2.4.6平成19年度の活動成果公開一覧 (続き)
国内講演

発表

(続き)

続木 章三 :『Advancing Physics』 に見る科学・技術史,日 本科学史学会四国支部総会
講演会,2008年 8月 .

続木 章三 :近世石見銀山における水引道具について,日 本技術史教育学会全国大会 ,

2008年 11月 .

その他 続木 章三 :『Advancing Physics』 に見る科学技術史,徳島科学史雑誌,No.27,25-29
頁,2008年 12月 .

続木 章三 :高校理科の内容から「技術。家庭」を見る,技術教室 2月 号,2009年 2月 .

2.4.7小中高生向けイベントおよび連携
a)「サイエンスフェスティバル in山り||」 への参加

開催日:平成20年8月 3日  10:00～ 15:00
主 催 :吉野川市アメニティセンター

“青少年が科学技術に親しむ環境づくり運動"を実践するために「サイエンスフェスティバル in山川」が
開催された。徳島大学からは既に何件かのブース出展が計画されており,当 センターヘは追加のブース依

頼であった。今回のフェスティバル参加では,学生主導のブース出展として主催者側との交渉し,内容の
立案,企画および実施を全て学生プロジェクトのボランティアが行った。テーマは『オリジナル飛行機を作つ

て飛ばそう』である。会場エントランスに設けられたブースでは,ゴム動力の紙飛行機や牛乳パックを使った

ブーメランを来場した小学生や保護者に工作をしてもらった。幼児など「鋏 (はさみ)」 がうまく使えない子ど

もに対しては,学生がマンツーマンで熱心に指導し,参加者全員が紙飛行機やブーメランを完成させること
ができた。今回のブース開催数は15ブース,入館者は256名で,ブース体験者数はのべ704名 であったc
図2.4.6に実施の様子を示す。

図2.4.6「サイエンスフェスティバル in山川」イベント実施の様子

b)工学体験大学講座

開催日 :平成20年 8月 5日  13:00～ 16:00
主 催 :徳島大学工学部
場 所 :徳島大学工学部キャンパス
高校生に「工学」のおもしろさや,不思議さ,有用性などの一端を経験してもらうために,徳島大学工学
部では「工学体験大学講座」を開催している。今年のプログラムはA-1からG-2まで16件が用意され ,
参力日した高校生はlo6名 であった。当センターでは,プログラム No.B-2の「模型スターリングエンジンの
設計と製作」を実施した。当初の募集人数は5名 であったが,当 日,講座参加希望調査で14名 に増え,そ
のうち7名 の生徒を選び,プログラムに参加してもらつた。講座では,製図の見方と初歩的実習を行い,実
際にボール盤を使ってφ2の穴を2箇所,ピストンコンロッドに空けてもらつた。7名 の高校生が組み立てた
エンジンは全て時間内に動かすことができ,高校生は興奮気味に喜んでいた。各自が組み立てたエンジン
は,それぞれが持ち帰つた。実施の様子を図2.4.7に示す。
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図2.4.7「 工学体験大学講座_でボーアレ盤 (仁業とエンジンの組立て

c)科学体験フェスティバルヘの参加

開催 日:平成20年 8月 9日 (土),10日 (日 )
主催 :徳島大学工学部

http://www.e,tokushima― u・ ac.jp/News/sci‐ fes/index.html

県内の子供たちが科学の楽しさや不思議さを体験することができる参加型科学イベント「第12回科学体験
フェスティバル」に,センターから「紙で作ろう天体望遠鏡」と「ウインドチャイムで『ド・ミ。ソ』♪♪」の2つのブー

スを出展した。対象は小学生低学年以上で,イベント当日は親子連れで賑わった。図2.4.8および2.4.9
にイベント実施の様子を示す。また,図 2.4.10にイベントで配布された実験ガイド集の原稿を示す。「紙で作
ろう天体望遠鏡」では,来場した小学生に凸レンズ2枚と紙の筒を使った簡単な□折式望遠鏡を保護者ととも

に工作してもらったc~ウインドチャイムで『ド・ミ・ソ」♪♪_の各テーブルで|ま会場を訪れた保護者同伴の幼児

や小学生に「アルミ棒のウインドチャイム_,~塩ビ管の手作|〕墳笙_,~ス トローぶ一ぶ―笛_などの工作を行つ

た。前日までにアルミ棒と≡盤100セ ットを用意していた1ヽ、第1日 ヨで全て使用してしまい,同 日夜遅くまで

作業して150セットを準備した〔来場者のキに|まヨ七年実施した『ウクレレエ作」を期待して訪れた人もあり,少し

恰然としていたc「ウィンドチャイムで『ド・ミ・ソ」♪♪Lのブースには述べ約300名 の来場者で賑わった。両ブー

スとも,学生プロジェクトのメンバーがボランティアとして工作指導を手伝ってくれたため,多くの会場者に対応

することができた。

図2.4.8「紙で作ろう天体望遠鏡」の実施の様子

螂
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図2.4.9「ウインドチャイムで『ド・ミ。ソ」♪♪_の実施の様子

1織でつく轟シ

てんたいば拳えんきょう

で

， ソ
ム
式
】
貯
チ
ドンイウ

■籠 年ヽ |ヽド 1ヽミ ヽ

p♪

メ鶯鎌苺S場爾●ダ,  鞭 ■幣颯雛崎喘圏確気ン●― 葬 粛R機ホ 鬱

:`鯰 0綸lt嫌らい}

総亀A■■■酸麟熾菫鸞撃総ヽ″,― 轟 睡R 習= 
‐機.撚  摩=

■ 詈りでなん露ろう ?

2需 意するもゆ

す11``o■ |■
`●
 1,

Sや り″癬

鞣

ン」チャイムの作り方

4わかること

:瞑沐,i″ :ス ,磯 ―ヽ
`″

,

図2.4.10「科学体験フェスティバル」への出展テーマ 実験ガイド集
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:: 本イベントの目的は“青少年の科学する心の育成"であるが,同時に“地域社会の科学技術振興への貢献"::

|:でもある。今回も2ブースに補助員として企画・運営に携わつた学生は,科学工作を通して「地域社会への貢 ::

::献」ができた。さらに,大人から幼児に至る来場者との関わりや対応の中で,彼らに「コミュニケーション育Ё力の il

ジ向上」などが見られ,センターの理念に沿つた教育活動であったと言える。               |:
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の サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト講座型学習活動の実施

開催日 :平成20年 9月 27日・28日                       '
主 催 :独立行政法人 科学技術振興機構
場 所 :徳島大学工学部創成学習開発センター エ学部機械棟
独立行政法人科学技術振興機構 (」ST)が募集する平成20年度「サイエンス・パートナーシップ・プロジェ

クト(プランA」」(以下「SPP」 という。)に採択され,9月 27日 。28日 の17白 2日 の日程で実施した。

「SPP」 は,“児童生徒の科学技術、理科、数学に対する興味。関心と知的探究心等を育成するとともに、進

路意識の醸成及び分厚い科学技術関係人材層の形成"を 目的とし,学校等と大学・科学館等との連携により,

科学技術や理科数学に関する観察,実験,実習等の体験的・問題解決的な学習活動における経費の支援等

を行つている。

今回の「SPP」 講座型学習事業では,県下3高校 (池 田高校 阿波西高校 海部高校)から,それぞれ5名

ずつ高校生を募り,「熱とエネルギー」をテーマに,工学部創成学習開発センターと機械棟実習室を利用し,

講義と実験実習を行つた。2日 間の実習のため3高校とも遠隔地であるため,宿泊には本学の施設である『し

んくら会館』を宿所として利用した。実施両日,」STから穂坂氏が見学に訪れ学習の様子を見学した。

以下は SPP講座型学習活動の実施日程である。

平成20年度 SPP講 座型学習活動事業 日程

第 1日 目(9月 27日 )※ 雨天の場合は「太陽放射熱エネルギーの測定」を「熱電素子の起電力の測定」に変更

10:00～ 10:10 開講式と挨拶 センター長 教授 英 崇夫 (創成学習開発センターlF)

10:10～ 11:40
講演 「世界から,そ して徳島から見たエネルギー環境問題」

工学部機械工学科 教授 末包 哲也

11:40～ 13:00 受講生自己紹介・TA紹介と班分けおよび昼食 (弁当)と 移動

A班 B班 C班

13:00～ 15:00

(120分 )

注射筒を用いたボイルの法則

(機械棟 lF。 実験室 1)

(武田先生とTA)

水熱量計を用いた比熱の測

定 (機械棟。実験室 1)

(中村先生とTA)

太陽放射熱エネルギーの測定

(機械棟・実験室2)

(英 先生とTA)

15:00～ 15:30 休憩と移動 (30分 )

15:30～ 17:30

(120分 )

太陽放射熱エネルギーの測定

(機械棟。実験室2)

(英 先生とTA)

注射筒を用いたボイルの法

則 (機械棟。実験室1)

(武田先生とTA)

水熱量計を用いた比熱の測定

(機械棟。実験室 1)

(中村先生とTA)

17:30-18:30 夕食と移動 (60分 )

18:30-21:00

(150分 )

『ミニ蒸気機関車』の工作 (創成学習開発センター2F)

(続木先生とTA)

※ 途中で適宜休憩をとり,完成まで作業を続ける。
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第2日 目(9月 28日 )※ 雨天の場合は「太陽放射熱エネルギーの測定」を「熱電素子の起電力の測定」に変更

A班 B班 C班

8:30～ 10:30

(120ダ〉)

水熱量計を用いた比熱の測 :太陽放射熱エネルギーの測定 1 注射筒を用いたボイルの法則
定 (機械棟。実験室 1)

(中村先生とTA)

|  (機 械棟。実験室 2)
|  (英 先生とTA)

(機械棟・実験室1)

(武 田先生とTA)

10:30-12:00 成果のまとめと発表の準備  (90分 )(創成学習開発センターlF)

12:00´～13:00 昼 食 (弁 当) (60分 )

13:00-14:00
(60ダ〉)

各班の成果発表 (各班 15分 )と 合評 (アンケートの記入 )

14:00～ 14:30 閉講式とあいさっ (受講生代表)ま とめ (毛利校長)(創成学習開発センターlF)

なお,本講座の実施に当たっては,鳴門教育大学准教授・武田清先生のご好意で,一部講座の講師を担当
していただき,紙面をもつて感謝とお礼を申し上げます。

図2.4.11 実施の様子
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e)貞光工業高校への出前授業および体験学習

開催日:平成20年 9月 30日 (火 ),10月 4日 (土)                .
9月 30日 ,「たたらプロジェクト」のメンバー島村典尚ml)中西信介 (化応1年 ),原田紘輔,久納慎吾 (いず
れも機工1年)の 4名 が徳島県立貞光工業高校で機械科2年生の授業「課題研究」の時間に「たたら製鉄」につ

いて出前授業を行った。授業はプロジェクトの学生4名 が交代で,パワーポイントを用いながら「たたら」の歴史

や玉£岡(たまはがね)の製法などについて分かり易く高校生に解説した。図2.4.12に実施の様子を示す。
授業後には高校生からの活発な質疑応答があり,意義のある出前授業であった。出前授業を担当した 4

名の学生のうち3名 は初めての教育体験であり,コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を試す良い

機会であったと思われ,さらには能力向上のよい機会であった。

図2.4.12貞 光工業高校への出前授業の様子

以下に出前授業を実施した学生の報告書を添付する_

貞光工業高校との共同たたら製鉄についての報告

知的力学システムエ学専攻 Ml年島村典尚

10月 4日 ,徳島大学において貞光工業高校の学生と共同でたたら製鉄を行つた。"また,10月 4日 のた

たら製鉄の事前説明およびたたら製鉄に関する知識を習得してもらうため,9月 30日 に、貞光工業高校

において 1時間(14時 30分～15時 30分 )のたたら製鉄に関する出前授業を行つた。
授業内容は,①「鉄と鋼」,②「たたら製鉄について」,③「たたら製鉄の操業中の作業内容および注

意」である。「鉄と鋼」の内容は,鉄と鋼の違いおよび製鉄方法などについて説明した。「たたら製鉄につ

いて」の内容は,たたら製鉄の歴史や方法,製造物などについ紹介した。「たたら製鉄の操業中の作業内

容および注意」では,体験実習に使用する炉の構造,鋼が出来るまでの過程,作業内容,注意点につい

て話した。また,授業の最後にたたらプロジェクトの活動で製作したケラや釘ナイフ,小刀,たたら製鉄に

使用する砂鉄に実際に触れてもらい,実物を見ながらの説明も行つた。

10月 4日 ,徳島大学工学部機械棟前の植え込みにて,貞光工業高校の学生10人 ,引 率の先生3人と

たたら製鉄を行つた。徳島大学からの参加はたたらプロジェクトのメンバー4人と教員1人である。炉は「永

田式炉」(図 2.4.13左 )を使用した。貞光工業高校の学生とたたらプロジェクトのメンバーは「炭割り」,
「砂鉄。炭入れ」,「砂鉄・石灰計量」の3班に分かれて作業を行つた。作業予定 (表 2.4.7)では、終了時

刻を18時としていたが14時の段階で用意していた炭が無くなってしまったため,予定を繰り上げて15時

30分にケラ出しを行い,16時 30分にたたら製鉄の操業を終了した。なお,14時から15時 30分までの空
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き時間にはたたら製鉄を題材に取り上げた番組 (プロジェクトX)を貞光工業高校の学生に見てもらい,た

たら製鉄の勉強をしてもらった。                         .
今回より多くのケラを取り出すために炉の大きさを拡張したのだが,そのために予想していた以上に炉の乾

燥のために多くの炭が必要になった。その結果,用意していた炭が操業中に足りなくなつてしまい,急遠操業

時間を短縮することになった。最終的にはケラが拡張する以前の炉で取り出せるものよりも少なくなつてしまい,

また炉を拡張するために使った資材 (耐火煉瓦,粘土)を無駄にしてしまった。前もつて準備しておくのなら実

際に同じ条件での操業を行い,失敗の無いようにすべきだつたと思う。

また,今回の合同授業でメンバー以外の人に対する指示の与え方を学べた。たたらに対する予備知識の無

い人に対してわかりやすく説明するのは非常に難しいことだと分かつたcまた,楽しく作業するためのコミュニケ

ーションが全体作業の中では不可欠だと思う。

図2.4.13永田式炉と実習参加メンバーの集合写真

表2.4.7作業予定(10月 4日 )
時間 作業内容

07:00
たたらP」

メンバー集合

炉の最終乾燥

09:00
貞光工業高校

学生集合

09:30 操業開始

砂鉄,炭入れ開始

14:00 砂鉄入れ終了

15:00 炭入れ終了

16:30 ケラ出し

17:30 片付け

18:00 角翠昔女

表2.4.8活動内容
月 日 場所 時間 作業内容

9月 30日
貞光

工業高校
14:30-15:30

たたら製鉄に

関する授業

10月 2日 徳島大学 17:30′
‐V23:00

たたら製鉄の準備

(炉の作成,乾燥)

10月 3日 徳島大学 17:00′
‐ψ23:30

たたら製鉄の準備

(炉の作成,乾燥)

10月 4日 徳島大学 7:00-16:30 たたら製鉄
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e)大学祭 ポスターによるプロジェクト活動紹介

開催 日:平成20年 11月 1日 (土)                        .
大学祭を利用してイノベーションプラザ1階を開放し,各プロジェクトの紹介ポスターを展示した。展示の様

子を図2.4.14に示す。来訪者に自分たちの活動の成果を説明する姿が見られた。同時に「親子で作るソー

ラーカー作り教室」を開催した。太陽電池,太陽電池用モーター,厚紙,ストロー,割り箸などを使つて,オリジ

ナルのソーラーカーを作る内容である。3名 の児童を含む2組の家族がこのイベントに参加した。これらの活動

は創成学習開発センターの活動を学内外に知らせることを目的とした学生メンバー企画の試みであり,約 20

名が見学に訪れた。

図2.4.14各プロジェクト紹介ポスター展示の様子

f)助任小学校3年児童の見学

開催日:平成20年 10月 31日 (金 )

徳島市立助任小学校3年生6クラス約140名 が6え のラ丞教諭と共に徳島大学工学部機械工学科の主要

な研究室および創成学習開発センターを見学に訪れたcこの見学 |ま小学校の教科横断的
。総合的な教育活

動である「総合的学習の時間二の一環として実施されたものであるc本センターでは,続木章三助教がイノ
ベー

ションプラザ2階で施設案内とからくリノ、形実演を行つたほか,三輪昌史講師が飛行船ロボットを演示した。そ

のときの様子を図2.4.15に示す。

図2.4.15徳 島市立助任小学校3年生の見学および科学体験実習の様子
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2.4.8他大学との連携
a)和歌山大学との連携

開催日時:平成20年 12月 13日 (土)11:oO～ 15:45
開催場所 :共通講義棟K201

和歌山大学学生自主創造科学センターとの連携として,今年度はプロジェクト活動合同中間発表会を実施
した。参加人数は52名 であり,活発な意見交換が行われたcこれに関しては,2.2.5に詳述した。

b)熊本大学との連携

講演会名 :OB講演会
開催日時:平成20年 12月 22日 (月 )15:00～ 16:00
開催場所 :工学部知能情報工学科棟C10教室
講演題目:LEDその歴史と応用
講 演 者 :西田信夫氏 徳島大学大学院客員教授

熊本大学との連携として,今年度も遠隔通信講演会を実施した。」GN2plus(Japan Gigabit Network
2plus)と変更されたあとの初めての交信であり,徳島大学で開催したLED講演会を熊本大学へ配信した。講
演の初めに通信トラブルが発生したものの,後半は問題なく配信することができた。講演終了後,」GN Ⅱ plus
による相互遠隔通信を利用して活発な質疑討論が行われた。参加者は約30名 であった。

図2.4.16 LED講 演会 (徳島大学から熊本大学へ配信) ・

c)5大学連携教育シンポジウム

開催日時 :平成20年 9月 25日 (木 )・ 26日 (金 )
開催場所 :熊本大学工学部 (熊本市)

山形大学,群馬大学,徳島大学,愛媛大学,熊本大学の工学部が連携で開催している5大学連携教育シ
ンポジウムは,平成16年度に徳島大学での開催を皮切りに今年度が5回 目となる。熊本大学工学部百周年記
念館で開かれた本シンポジウムに,徳島大学から英センター長,学生プロジェクトメンバーの川端剛史君が参
加した。学生の発表テーマは「大学教育を通じて自分が得たもの」で10件の発表があった。他大学の学生お
よび教員が集まって話し合いの場をもつことで,新しいつながりができ,しかも,学生の立場から見た教育のあ
り方を知ることができる。

-46-



本活動は,期待どおり他大学の学生と本学の学生の交流促進につながった。とくに,和歌山大学との合同

中間報告会は本学学生に多大な刺激を与えることになつた。本年度の OB講演会は徳島大学からの配信の
みであり,他大学からの配信はなかった。また,5大学連携教育シンポジウムは工学部間で組織として動いて

おり,教員と学生で工学教育を検討する場として,全国でも極めて特徴ある試みである。

2.4.9社会貢献およびマスコミ報道
本年度,本センターが関係した新聞報道が3件と大学広報掲載が1件あり,表 2,4,7にまとめた。

表2.4.7社会貢献およびマスコミ報道
記事 年月 日 内 容 場 所

(a) 平成20年 8月 23日
高校生のための工学体験大学講座

詳細は2.4.7(b)に 記載したc
工学部キャンパス

(b) 平成 20年 9月 28日
SPP講座型学習活動事業
詳細は2.4.7(d)に記載した。

創成学習開発
センター

(c) 平成20年 10月 1日
徳島大学の学生パワー
ロボコン・プロジェクト

創成学習開発
センター

(d) 平成20年 11月 11日
徳島ロボットプログラミングクラブワークショップ
小中学生向けロボット教室・運営プロジェクトが実施
した。

アスティとくしま

将来の学41確保霧指す

(a)徳島新聞 平成20年 8月 23日 (c)徳大広報。とくtalk No.133

0CTOBER 2008秋号,p.2

16報道記事図 2.4.
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6)徳島新聞 平成20年 9月 28日 (d)徳 島新聞 平成20年 11月

4.16報道記事

f
擁1織蹴翻 驚篤鐘
…鑢轟大学ェ祭鰹

11日

図 2

2.4.10受賞
本センターでプロジェクト活動をしている学生の受賞が3件であつた。

図2.4.17表 彰式
(2nd TKSEE)

一Ⅲ
リ
リ
劉
ミ
一一一一彰
一一一一癬
孝
一一一一■

表2.4.8学生および教員の受賞
年月 日 内 容 場 所

平成20年 9月 22日
石田雄司
2nd TKSEE最優秀ポスター発表賞

徳島大学。工業会館

平成20年 9月 22日
島村典尚
2nd TKSEE優秀ポスター発表賞

徳島大学。工業会館

平成20年 10月 30日

チームWEST
水野孝則 (機械工学科),三輪昌史 |まか
MDDロボットチャレンジ

~飛
行1合ロボットコンテスト

相撲競技優勝
httD://www.ertl.lo/ESS/2008/mdd/

国立オリンピック記念
青少年総合センター

等J″螺鼈
崇≒状

務擁翁技 長警

寧麗薄  證

奔1 摯澪
'格
1螢 ヽ■晟織を苺ら|```ム

電T鷺 ,'i:還猟亦世

=|‐

■|=“,●‖|‖1111ヽい1霧ls(

図2.4.18表彰状
(MDDロボットチャレンジ)
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October

月刊イノベーションは,

自主的に活動する

学生たちの成果を報

告します。私たちの

活動は,倉J成 学習

開発センターの支援
によつて行われてい

ます。

礼∩ｙ
」

許
一一一れ

9月 28日 、日亜会館にて小中学生を対象とした第ニロス

クーリングを行いましたc第 一回に続いて、受講生には「地

域 CT木来フェスタ2008inとくしま」に出晨するロボントの製作
をしてもらいました。10月 中の完成に向けてスクーリングの回

数を増やす予定です。11月 に開催される「地域ICT未来フェ

スタ20081∩ とくしま」では、受講生やプロジェクトメンバーが製

作したロボ /卜の晨示の他に、小中学生対象のスクーリング

体験講座も実施します。これを機に新規受講生の増カロを

期待していますc て責 :阿地恵太/工 機械 )口n、 しぃ ェヽ,c        (文 責 :阿地恵太/

徳島大学 倉l成学習開発センター

イノベーションプラザ
hnpプハハ
～
w p tokushima‐ u ac,p′

front@p bkuSh ma_u acゎ

0 Check Point

lSt result

2nd resuit

０

　

●

開館時間 10:00～ 21:OO
徳島大学工学部キャンパス K棟北

私たちはタト洋を航行する無人白律型ツーラーボー を`製作することを目的として、崚す=無 人自律 li′
=と
|まコンピュータ自身が

目的地へと「自分で考え航行 (行動 )する」というまさに大学生の理想を体 J竃するような素晴らしい性能てす=そんな素晴らしいも

のに興味がある人や、一緒に作 ||たいとぃう人 まぜιヽ自l表 学奮輩発セン。一やヨt任 :に 気箸11賞 論を見:1来て(ださいc

文責 1石 田雄司 先靖技術科学教育部 知的力学システムエ学専攻 )

自分を磨く

ロボットプログラミングク 倉」造実践の場

2008年 度活動中のフ
・コデェクトです。気になるプロブェクHこ 参カロしよう‖

ラブ

‘‐
ぶ
ム
鐘

:   ?_(疑問)から

iィリkgtl:リツ9デ
 ヽ の□」マークです.
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November

;:P14
月刊イノベーションは,
自主的に活動する
学生たちの成果を報
告します。私たちの

活動は,倉」成学習
開発センターの支援
によって行われてい
ます。

月刊イノベーション

10月 4日 (■ )に 貞光工業高校と合同てたたら製鉄の操業を行ヽ
は砂鉄と木炭だけで鋼を作 `,出します0こ の行事は昨二うヽ´

=夕
・′l

つが主題となってぃますc『たたら■ま夫|二 関すそ薇業』ま7晏 三三よ
らってから操業を行うようにしています:こ ■′

=事
項点t二 真喜・t―

カロが可能です。来年の操業11参 十して
‐
_て 〔 =ヽ 1ヽてし兵■ ヽ

ただいま鋭意製

諫己 |:`乍 フコシェクト|ま 今年
からの幸=規ブ

ロジェクトで、ヵメ
ラを使った本格的な`映画を撮

影することを目標としてぃますc
現在の活動は、主に映画の脚
本作 ||、 ,1ヽ 道具の製作および
ロケ場 ●1探 しをしていますc徳
島県内のあら|つる場所を巡って
曰ケ場所の 1桑 補を探します。

‐

来年には映 画の

予告編のムービーを

作る予定です。現在
のメンバーは四人で

すので、映画制作に

興味のある人はプロ

ジェクト活動に参カロし
てほしいと思ってぃま

す。
―̈…………

`.ネ

車鷲馨準会年

=たたら■鉄ヒまヨ本音未
「
■共法てす=たたち製鉄

:たた1,■ まく|二 背十
=薇
黄』ヒ『■■|■員の操業』の2

:よ :二
L´〔■ 、■■二:■ ■■ヒ

`「

ょ:■ tのかを去口っても
‐く′)て
'■
、ヽ■■|■共 二兵ホ■らる人 |まだれでも参

島ス
=兵
■ 先
=技
行科学教育吉]知的力学システムエ学専攻)

一一一一一一一一一一
～とりあえず名束」から～

活動風景

メンバー名刺     ―́―     ″~

連絡先 渋谷隼人(シプヤハヤト)
Ema:hy sh buya@gma‖ com
TELi 090-7570-6412

一
弥

ヽ

一
直

・ヽ．

一
藤

十

一
近

鼈膊瘍
外 化応) :

|ィスヒゞliチ )ζザ
: のE」マークで,,

`‐

X享 :*食宇本.イ表姉‐擦往]壼妥繹護1..とうilヤ塾焦■還墨馨橙
開館時間 10:00～ 21:00

徳島大学工学部キャンパス K棟北

身近なデザイン

デザインプロジェクト(創 `s

P oceb(ク ラリスプラシーボ))

くは10月 に名刺作りをしまし
たc名 未1、 その小さな体には

色んな情報が詰まってぃま

す。ド,な 手な`名ネ1で 自分の

活きの良さを 落ち着いた色
使いで矢口的な

`P象
を,… cあ

な`たは自分の名ネ1で相手に

どんな`
`P象
を持ってもらいた

いですか ?

今期は新メンバーと共に勉
強会やコンペヘの参カロcま
た、学内のポスター制作など

を行っています3デザインにつ
いて考えてみたぃ、実際に

自分て作ってみたぃ とぃう
方は是非ご連絡下さいt
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礼∩ｙ
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ｏ
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ｖ

活動してぃます。工作の実口識や表能を■ |た 01、 1

の構想を練ってぃるところてす=メン 一` ま二人
'た
´ 二

新メンバーを随時募集してぃます=興 ネ
「
メる● ま、そ

レニスく http/洲 ed―va ey,p/)｀
`う

参ナを目指して己 7
て ,【 子 :今 ま、_三 ]イ

/ニ イコンテスト曜′)作 品

運4先 宮田亨 ミヤ外オル
ニma 1 2 exa´ o′ a― zF― a^e´ e m 191m890oooomO ne,o

連絡先 り端剛史(カワハ
・
タツヨシ)

Ema tgrst 18tuyo@ezweb neip

iベ ラとニ

く手
`ヽ

三iこ こ違

(又責 :冨 ≡亨

開館時間 10:OO～ 21:OO
徳島大学工学部キャンパス K棟北?_(疑 問)から

1_(な るまど)へ
イノベーションフラサ

はばたけ、未来へ

で設計した主翼のリブ、
右の画像はリブと桁を

接合したものです。メン
バーが足りな`いのて

｀
興

味のある方はぜひ見に

来てください。

(文責:時安一成/工 機械)

連絡先 時安一成(トキヤスカス
・
シゲ)

Ema Kbkr-5213 ta es_of_kzsg@dOcomo ne,p

烏人間プロシェアド|ま、

烏人間コンテストの出場

を目指して昨年度から,舌

動していますc今 年は夏
休みに愛媛大学へ見学

に行き、大変よぃ体験が

できましたc今は大会由
場の飛行機を設 計して

いますc左 の画像はCAD

1潮

メントカの育成を目標に活動し
ています。
これまでの活動として、10月

の自主イベント【魂やろVo1 1】 、

大学 祭模擬 店出店において

のマネジメントを担 当しましたc

昨年度までのラジオ番組制作

とは異な`り、企画のみに活動
の軸をおいていますc目 的と活

動内容の一致が図″lたこと、

計画が結果に反映されやす

い教材を扱うことて活動竜欲

が増し、勢 力的な活動を行っ

ていますt今後の活動としてま

今年度 1月 112回 目の自主イ
ベントを企画してい(予 定ですご

(文責 り端岡1史 /.工 機械)

企画に学ぶ
今年度Юttb∩ 匪qe引ま、イベ  マネジメント
ントの企画運営を通したマネジ

November

月刊イノベーションは,

自主的に活動する
学生たちの成果を報
告します。私たちの

活動は,倉」成学習
開発センターの支援
によって行われてい
ます。

私たちLEDプロジェクトは今年から始まった辛■規●コシェクト

聰膊晰
外
?
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月刊イノベーションは,

自主的に活動する

学生たちの成果を報
告します。私たちの

活動は,創 成学習
開発センターの支援
によって行われてい

ます。

学ロボントコンテストヘの出場を目指しているのてすが、そのす貴譜ヒt

に出場しました。上の写真は大会に出場したとを,様 子(す =二 看=
関する勉強会を開催したり、LeOoを イ史ったミニコンニス 2ヽ行 ■́ 、賞警
することを計画しています。メン′`一が少t ,「.(霙 '■

「
テ
=T二
子墾

僕たちと一緒にロボコンやりませんか??

イ厩

,「 LE30｀た と二
~ (コ

■ イヽ乍`(―
―′ ヽ二主場する」つ4て す。最終的 |二 |ま N卜 K大

(コ ■ くf基ミ =́■ を三3=そ く 〔́誓■f=ことをE´,こ 措表しました。去年は、SMART2008
tr〔 fニ モニ「ず〔

=チ
■́1~~、 舞 r■ そヽt■ きせることがてきました。今年はロボントに

二ヽ一/t=,f r,二 ■ヽ 手 ~r■ 1ヽ1‐ ■
1■ 1■ ■ ■1 手=1■ =二 百 までえ 連絡先 谷口修―(夕ニグチシュウイチ)

(文責1谷口修―.′工 機械) Ema lshot-810@docomo neJp   l

本目ま業覺莞事支イ蜃明券||
徳島大学一韓国海洋大学校

曰韓合同フ
゜
ロシ
｀
ェクト

参雄学生暮焦

が 缶■ 1111‐■
=

そ動薇∫
灘

,出∫猟礁■'il

l・ 1轟 :T,:`:::織 :1難

i
|ヽ 1●、゙゙ |■ 1■■■■■■■|‐

飛行船プロジェクヽ ま、モデル駆動 Fri発 (Modd

D「 lven Deve opmenl MDD)と いう手法を用いてロ

ボントを考1往Pする技行の |.‐ 得を目的として活動し

ています。その対象として飛行船自律飛行シス

テムのFIi発 を行っています。その戌呆を試すた

めに、 C月 に行われた「MDDロボントコンテスト
2008」 に出場しました。その結果、私たちのチー

ム「WEST」 は優勝することができました !

(文責 1水野孝則/工 機械 )

センターでは、韓国海洋大学校の学生と合同で実施するプロジェク

トに参カロする学生を募集しています。英語でコミュニケーションをと

りながら一つの日標を目指して l・k果 を挙げる国際プロジェクトに是非
参カロしてください。大学の講義だけでは修得できない様々な能力が身
につき、 この経験は将来確実に役立ちます。実際に韓国へ行って実験
に参カロするチャンスもあ ,ま す。 この絶好の機会をお見逃 しなく!!

○ 航海用ソーラー船開発P」

O国際ロボコンP」
○ メカトロニクスデータベース作成P」

O LED製品開発P」
○ 歴史的技術復元P」

○ 環境にやさしい海岸施設と
沿岸災害防止設備開発P」

O Hydrateガ スの生成と解離の研究P」

○水中に含まれる環境汚染物質の

遠隔監視システム開発P」

○植物を使つた環境にやさしい

光合成電気セル研究P」

連絡先センター事務局 Emal front@ゅ tOkushima―u acJp

開館時間 10:00～ 21:00
徳島大学工学部キャンパス 時東北

徳島大学 倉l成学習開発センター
イノベーシ∃ンプラザ
http l_p tokush ma‐ u acip′
front@ip tOttushma‐ u acJp

:ィバ⑫ ザ:

-52-



ション

Ｖａｂｒｕ
０９
師

Ｆｅ

２０

ｖ。

月刊イノベーションは,

自主的に活動する

学生たちの成果を報

告します。私たちの

活動は,倉1成 学習

開発センターの支援
によつて行われてい

ます。

ロボコンプロジェクトは、私が 1年 生の時に立ち上 |ギ た
'コ
シェフト́て、最す まな 人て千三 t艘 ■1全 (■ ヽ状態か |■ スター トてし

た。今では、工学部だけではな (総合科学
=1や
医学者1の 学生 t在 篭してら 、 二三千二,2二 〔́t―F7■ |コ装や艘■:を ■ `た iZ(プ ロシェ

クトを進めています。昨年の7弓 には「V茨映さ′tた レスキューコ■コン ニ==_ =「 =長
二t■ ~i4:trl ].二 t三  ヽ 上 ギら ■́ます。

このような活動 していると、他大学の学生
`交
itす るこ

`|｀

ま |チ  ます 言 =]｀ ■
'´
:=`´ 重・ 〔́ =´ 1 :́it大 学ら学生:二 tぅ と

大きなアイデアを持ってヽヽた 実′
=力
を持 ,て  たヽ 二【十 t tt t=~■ 三 (1~て く 〔́二 '■  ■二 千 =4_( 〔

十: コボコン

プロジェク トは今後、後輩か;き ビ́き、私 ま違ダこ
`こ
二´´シ: _〔 f ここ 〔二」~■ '■ ↑ヨテ

「
t´〔1■ ■■事 ニニ´

',う
するこ

とができ、 どのよう■道 |=追 t=`=を すイミニうこ
``:■
 [看

`ι
:́f fl、 一考 二

=舞
二てt島 大学を三 二 ‐ましく'II

(文責 1飯田裕介`工 矢哺ヨ情報 )

学んだ回路が実物に LEDで街に輝きを
私 た ちの フ ロ シ ェ ク トは、 年 生 の み の メ ン ′` 一 で 昨 年千

'(か
ら ,舌

封 をも い ま したこ フ ロ ジ ェク トの 目標 |ま 、 ビルや 吉学 の す |=私 た ち
が デ ザ イ ン した [[Dを 使 っ た オ ブ ジ ニ を置 くこ とで 支 の 街 を 1月 る (

美 し (暉 か せ る こ とて す 。 そ して 、 [EDオ フ ジ ェ を通 じて 商 店 街 の

復興や徳島の地場産業の活性イヒに貢献てきれ|ゴ と考えております。

現在 ま、オブジェの全体像が決ま ,試作をしています。下の写真は

水槽をイメージしたものて`、二種類の異なる液体を着色してし[Dで

光らせました。実物はこれよIも ずっと大きなものになります。 t

し、t[0や 地場産業と関わることに興味がある方は気軽に見に来て

ください。足非、一緒に
'=動

してみませんか ?

上の写真を見て、これ まなんだろうと堅う人 も多いかと思います。

これは私逹が普段よくイえっている■,11■ tir■111■、1を します。た

だ、主に使 っている部品が異なっているた す(す 。
このプロジェク トは、真空管とい う学生にとって馴染のないものや

トランジスタを使 ってものづ く|)を 行いますが、基本は身の回 りにあ

るものを使って お争(キ .て JI という気持ちを重視 して活動

しています。メンバーは知識がほ |ゴ 0の 状態からスター トしました。
したがって、意欲 さえあればやヽ■事無 :■ ■ (再 f“ |■ 11,。 興味
のある人は、ぜひ一度を1成 学習開発センターに足を運んで尋ねてみて

下 さい。 (文責 :山本真央/工 電気電子)

ィメ0デ |
のこ」マークです.  :

開館時間 10:OO～ 21i00

徳島大学工学部キヤンパス K棟北

プシシュプルアンプ
　鰤判

徳島大学 倉l成学習開発センター

イノベーシ∃ンプラザ
htpノ wν ″́‖p tokush ma‐ u acJp′
front@ip tokushma‐u acip

(文責 :山 口潤子

/工 化学応用 )
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3.韓国海洋大学校教育革新センターとの教育研究交流
3.l TU/KMU工学教育シンポジウムの実施
平成20年 9月 22日 に第2回 TU/KMU工学教育シンポジウム(2nd TKSEE)を実施した。
島の伝統文化に触れながら徳島大学と韓国海洋大学校の教員および学生の交流を深める

した。詳細は2.1.5に記す。

翌日の23日 に徳

Excursionを 実施

3.2韓国海洋大学校訪間
韓国海洋大学校工学教育革新センターと徳島大学工学部創成学習開発センターとの間の教育研究交流

に関する協定書に基づき,両センター間の交流に関する協議,合同プロジェクトの推進計画の協議,第 3回

KMU/TU工学教育シンポジウムでの学生発表を行うため,教員3名 およびソーラーボートプロジェクトメンバ
ー2名・ロボコンプロジェクトメンバー1名 。LEDプロジェクトメンバー1名が韓国海洋大学を訪問した。
特に,念願であった両大学問での教育に関するシンポジウムは第3回 目の開催となり,定期的な開催が実
施できたことに大きな成果があった。今回の訪間を機会に,学生を中′いとする両センター間および両大学間の

交流がさらに深まることを期待したい。

訪問日時:2009年 3月 2日 ～4日

訪 問 先 :韓国海洋大学校

訪 問 者 :教員 英 崇夫,藤澤正一郎,三輪昌史

学生 山畑隆史 (機械工学科4年 ),岡 田忠士 (機械工学科4年),宮田享 (光応用工学科 1年 )

谷口修― (機械工学科1年 )

韓国海洋大学校側 :李工学部長,金允海教授教育革新センター長,その他学生

3.2.1工学教育連携に関する協議
3月 2日 の午後に韓国海洋大学を訪問し,」 oon― Hwan Shin工学副部長,金允海教授と共に両センター間の

交流促進のための協議をおこなったこまた,その後練習船ィヽンバダ号の見学を行った。

董囃∵ll漱ぶ撃墨鶴‐黒

図 3.2.1海洋大学校舎前/ハンバダ号

3.2.2海洋大学総長との工学教育連携に関する協議
3月 3日 の午前中は,Keo― Don,Oh総長,」oong Woo,Lee工 学部長,および金允海教授と共に2大学問の
交流発展のための協議をおこない,続いて工学教育連携のあり方および学生プロジェクト間の交流について
の意見交換を行った。

-54-



図 3.2.2韓 国海洋大学総長室にて

3. 2.3 3rd KUM/TU Symposium on Engineering Education

3月 3日 の午前から第3回韓国海洋大学校/徳島大学による国際連携工学教育シンポジウムが開催された。
午前中は創成学習開発センターの活動紹介を兼ねて,山畑君,岡 田君,宮田君,谷 口君のプロジェクト活動
の報告発表が行われた。続けて,韓国側の学生のプロジェクト報告発表がポスター形式で3件行われた。午後
からは,英センター長がプロジェクト活動を通した人間力養成について,また三輪委員がリモートコントロール

サポートシステムの研究について講演を行った。シンポジウム終了後,韓国海洋大学の海洋博物館を見学し
た。

発表リスト

1. Takashi Yamahata and Tadashi OkadaiSolar BOat POrject

2. Taniguchi Shuuichi,KOyanagi.卜 Iurakarni and Suzuki:Robot Contest Project

3.1/1iyata Toru:LED ProieCt

4.英 崇夫 :プロジェクト活動を通したノ、間力養成
5.  ⅣIasafulni ⅣIi、va,Remote COntrol SuppOrt System for Aerial Photograph

韓国側発表リスト

1. Kyung Rak Sohn,Hee」 in,Lee et al.:Real‐ Time Submersion Ⅳlonitoring System for Ships
using Optical SensOrs                                        "
2. Sam Nyung Yiand Choi Yun」 eong:ノ Sヽtudy of GaN Nano‐ structures
3. Yun Hae Kinl and Dong‐Honn Yang et all.:RC Boat by Advanced Composites
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図 3.2.3シンポジウムの様子

3.2.4合同プロジェクト活動計画
3月 3日 の午後4時半より韓国海洋大学の金教授と,両大学問での合同プロジェクト企画について打ち合わ

せを行った。今回,徳大側からは6件,海洋大学側からは4件のテーマ案が提案された。各テーマはそれぞれ

の提案元の教員が指導教員としてつき,学生の活動について助言を行うことを確認した。また,学生の募集に

あたつて再度各テーマの実現性を確認し,その後学生募集を開始することを確認した。なお,実際の活動に

おいては,ネットミーティングや Wikiなどのインターネットツールを使った定期的なオンラインミーティングと,次

回の Korea/Japan Conference on En」 neenng Education 2009な どの国際シンポジウムを利用したミーティング

で進行させることが提案された。さらに,近年 10月 に開催を予定している Korea/」 apan COnね rence on

En」neenng Educadonの 最終打ち合わせを行い,FIst Cttcularの案を作成した。

表3.2.1共 同プロジェクトリスト(1)
1.InteFnatiOnal Robot Contest Proiect

Purpose: Upgrade mechatronics technology of TU and]く ⅣIU
Detail: In this P」 ,we organize robot contest between both universities, and ailn to upgrade
mechatronics technology of TU and KMU.

Long range challenge:                                           
“

TU Team VSIttIU Team
Period:half year

Level:ABU Robot contest

We open a robot contest between two universities.

Challenge on g10bal‐ scale robot cOntest

Period:one year

Combined team of TU and KbIIU will entry global‐ scale robot contest

Short range challenge:

ⅣIini robot contest between TU and m/1u

Period:2 days

Level:ⅣIini robot contest,Lego mind‐ storlln

We open a lnini robot contest between two universities.
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表3.2.1共 同プロジェクトリスト(2)
2.Environment Friendlv Solar Boat Proiect

Purpose: Development of environment friendly solar boat

Detail: In this P」,we develop environment fl・ iendly solar boat between both universities,and

ailn to upgrade the fabrication technology in new materials systen■ ofTU and m/1U.

TU Team VSI仙lU Team
Period:l year

Leveli manufacturing and test

Challenge on global‐ scale robot contest

Perlod:2 vears

3.Mechatronics Database Proiect

Purpose:

Detail:

Develop the ⅣIechatronics technology education curriculum

Many praect act市ities on mechatoronics were done at T.U.and ttIU.As the results,

various technical know‐ how (lnechanical, electrical, and prograrnming techniques)

were accumulated,individually ln this project,we collect these technical know‐ how
and organize as data‐ base which any praect can use.ミ tcan use this data‐ base for not

only project activity but also mechatronics technology education text books

(introduction of lnechatronics,for education text,educational evaluation).And this

prOieCt Will write text books(introduction of mechatronics, for education text,

educational evaluation) and develop the mechatronics technology education

curriculum that praect beginners can learn mechatronics technology using these

books.

4,LED Proiect

Ⅳlotivation:Recently LEDs are interested in as future light sources because LEDs has various

advantages as a light compared、vith those of the conventional light sourcei Range of

colors, long life, high reliability high energy efficienctt posSibility for high speed

modulation and design flexibility. Currently we feel that many of available lights

using LED have a room to improve their performance.

Purpose: Fabricate ne、v lights with LEDs, making the best use of their advantages.And we

hoDe to disDlav some ofthen■ on streets and cheer up our university and our cit57・

5。 Radio Communication Proiect

Korean Maritime University(KⅣIU)has a department whose measure is a maritime radio

telecolnllnunication. We wi1l learn radio teleconllnunication skills, flowing the ``Radio

Conllnunication Engineering progralln"幽 IU provided.                “
1.  Skills on the operation of radio teleconllnunication equipments

2.  Skills on the setting and treatlnent of antennas

3.  Collnlnunication using phonetic codes and the radio colntrnunication English

Comlnunication using Ⅳlorse codes

6.Historical machine reconstruction PJ

Detail:  We reconstruct fu1l or half scale historical rnachine that are created since ancient

tillnes,analyze these llnechanislln and dynanlics,and survey of foregoer's expertise.

Examples:Roman Ballista,Leonardo da Vinci's ornithopter,Watt's steanl engine,Stealn engine

car,paddle steamer,Wright Flyer,etc.              _
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7.Design of Environment‐ friendly Waterfront lnfrastructure and Facility
Coastal Disasters

for Prevention against

1)Design Purpose
The design purposes fOr the waterfront infrastructures that can easily respond

守舞鶴躍
1譜
灘歯惚缶償∝b pЮ協ぬe waterfr硫ルOm ieは

“mesurges,tsunanlis,etc.

(2)Extending the waterfront zOnes to accommodate all the people with a
(3)Providing the infrastructures to enable the tourist and visitors to

to the outside

waves, storm

fine view of sea.

e珂 Oy the cOmfOrtable

colrnmunities.

2)ScOpe Of Design
ln designing the
the facilities should

conditions.

waterfront circumstance.
(4)Increasing the sOciO‐ econollnic benefits tO cOntribute tO the development Of the 10cal

waterfront facilities,the function,impOrtance,durability and landscape Of
be taken into cOnsideratiOn with the environmental,social,and ecOnollnical

The design cOnditions shOuld be deterllnined carefully in terms of the safety functiOns,and

::響
rttCttlif:活

llillli:・ :F■ :r毬:1:lllll detertrninedbythe results Ofsurveys andtestsind results Of such investigatiOns and tests.
I聖:r2ducJOn Ofnew cOncept and idea might be also welcomed and encOuraged.
ё.uas Hydrate:studv On「 Ormation and Diss00intiOn nf Cns T‐ FvrlTn十

l are formed by the physically stable interaction

lecules occupied in the cavities built by water

,has been the well‐ known problem caused by the

餞∬毬艦:』:R:鵠,1■黛批f:な麟
)ean■ oor by using the hydrate fOrmatiOn prOcess
the above studies, it is necessary to possess
nation conditions and dissOciation behaviOr over

solute concentrations. HOwever, there is Only a

rate‐ forrning condition and dissOciation behaviOr.

reS9nt a variety of experilnental results fOr the

・lttt駆:曹1ふ盤辮 1蹴li麗猟寵
T£:よ:露L:1島∫?m鼻ξゝ

=器
:]冒

誕署糧Ъ翼螺:鼻ど里寵』糧篇狙f犠1
封:ilt[liIせI:::publiC safety and prevention of environn■ental issues.
environmental engineering

錯::111:ff[1:II::∫轟:S engineering
computer engineering

械3.器a鑑::I潔盤ir認魂凪留「
voltage of O.9ヽこTO enhance the currents and v01t
parallel.We cOuld turn On a red LEE)and now i
efficiency Of electric cell and tO apply in hOme an

表3.2.1共 同プロジェクトリスト(3)
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4.学生プロジェクト活動最終報告書
創成学習開発センターの平成20年度のまとめとなる学生プロジェクト活動報告会は,4月 に実施する予定
である。学生組織であるリーダー会が中′いとなって報告会の計画を行つているG報告会を新入生に披露するこ
とでセンターの活動を知ってもらい,多くの新入生をプロジェクトに呼び込むことを期待する。
図4.1.1は ,プロジェクト活動を実施している学生を撮影したものである。すべての学生が活き活きとした表
情で真剣にプロジェクト活動に取り組んでいる様子が分かる。最後に平成20年度の各学生プロジェクトの活動
報告書を列挙する。本年度プロジェクト活動を申請した17プロジェクトの内,15のプロジェクトが最終報告書を
提出したЭ残り2つのプロジェクトは,今期ほとんど活動ができなかったために報告書の提出はなかった。

図4.1.1学生プロジェクト活動の様子
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2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書

プロジェクト名 ソーラーボートプロジェクト

プロジェクトリーダー 大学院先端技術科学教育部知的力学システムエ学専攻。M2石 田 雄二

メンバー 岡田 忠士 (機械。4年),山 畑 隆史 (機械・4年),吉村 崇 (機械
。4年 )

プロジェクトの目的 外洋を航行する無人自律制御ソーラーボートの製作

プロジェクトの目標

自律航行の構築

ソーラーパネルの特性試験

鳴門競艇船によるひょうたん島一周

目標に対する達成度

自律航行の構築 :達成度 70%

方位制御+GPSによる位置制御は完成しているが、レーザー沢1位系を

用いた障害物回避の制御が出来ていない。

ソーラーパネルの特性試験 :達成度 50%

実験方法の構築、データ採取は出来たが各データの関連付けが出来て

いない。

鳴門競艇船によるひょうたん島一周 :達成度 40%

制御装置の実装がまた完了していない。

活動の成果
自ら計画し実行する能力

・  各種の専門知識 (C言語、ソーラーパネル、電子回路など)

来期の活動目標
障害物回避を考慮した自動制御系の完成

実験船によるひょうたん島一周

活動の概要

静ょ 1ヽ■ ,午島 と1■

F増.1ひょうたん島 Fig.2実験船 Fig.3鳴門競艇船

Fig.4実験風景(助任川) F増 .5自 動制御実験結果 F増.6ソーラーパネル特性試験

今年度も、前年度と同じく鳴門競艇船を用いてひょうたん島一周を目標とした。船体とモーターを制

御するモータードライバは出来ているので、自動制御プログラムの製作とソーラーパネルの特性試験に

ついて行つた。

結果、制御プログラムについては方位制御とGPSによる位置制御は完成したので、今後の課題は障害

物回避のプログラム作製と実験船による長距離航行テストである。ソーラーパネルについてはデータの

採取は出来たが、各データの関連付けが出来ていない。また競艇船への自動制御の実装も完成して

いないので競艇船での自動制御試験には至らなかつた。
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2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書

プロジェクト名 たたらプロジェクト

プロジェクトリーダー 大学院先端技術科学教育部知的力学システムエ学専攻。Ml島村 典尚

メンバー
原田 紘輔 (機械・2年 )

中西 信介 (化学応用・1

久納 慎吾 (機械。1 年 )

年 )

プロジェクトの目的 たたら製鉄を知ること

プロジェクトの目標

目標 1:たたら製鉄に関する知識の習得

目標2:たたら製鉄の操業 (鉄作り)

目標3:eラーニング教材の制作

目標に対する達成度

目標1:達成度 90%

目標2:達成度 100%

目標3:達成度 25%

活動の成果

他人に物事を教える能力の向上

計画力の向上

鉄作りに関する知識の向上

来期の活動 目標
たたら製鉄で製作したケラを用いての小刀作成

たたら製鉄に関するeラーニング教材の作成

活動の概要

・ 鉄作りに関係することをメンバー1人 1人が調べ,資料としてまとめて他のメンバーに対して発表を
行う,勉強会を行つた。

・ 9月 30日 に貞光工業高校で出前授業を行つた。
・ 10月 4日 に徳島大学の中庭で貞光工業高校の生徒と共にたたら製鉄を行つたc
・ 永田式たたら炉でたたら製鉄の操業を行つた。
・ スチール缶を材料とした製鉄を行つた。

出前授業 スチール缶での製鉄

貞光の学生と共同のたたら製鉄 釘ナイフ作り
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プロジェクト名 デザインプロジェクト(創 's phcebO)

プロジェクトリーダー 先端技術科学教育部システム創生工学専攻。Ml渋谷 隼人

メンバー

田

田
藤

桑

前

近

康博 (光応用・2年 )
一樹 (機械。2年 )
直哉 (電電。1年 )

原田 崇志 (機械。2年 )
福重 拓哉 (化応・1年 )

プロジェクトの目的

・ デザイン活動を通してメンバーのデザイン能力,マ ネジメント能力の向上
・ 定期的な講座を開く
。 公募しているコンペなどに参加する

プロジェクトの目標

目標 1:題而 な講座を開く    ~~~~~~
目標 2:公募しているコンペなどに参加する
目標3:センター・プロジェクトの ヽヽebサイトを作成する

目標に対する達成度

・ 目標1:達成度50%
。 日標2:達成度90%
。 目標3:達成度20%

活動の成果

国際雑誌,WEBサイトデザイン受注
工学部ロゴデザイン応募
DIVEロゴデザイン応募
メンバー増員
メンバーマネジメントカ育成

来期の活動目標  |。 講座の開催

活動の概要

定期的な勉強会を行い,メンバーの技術向上に努めた。また,公募コンテストに応募して技術の成果
を発揮した。学内のポスターや,国際論文誌,WEBサイトのデザインを請け負い,クライアントを持つて
活動を行つた。それにより,メンバーのスケジューリング,マネジメントの力も養うことができた。

1,毒

聰 i

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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プロジェクト名 IGNITION― プロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科・4年 り|1端 岡1史

メンバー 木内 良 (機械・4年 )

プロジェクトの目的 プロジェクトマネージメントの体験と学習

プロジェクトの目標

目標1:少人数によるマネージメント活動の方法

目標2:自 主イベントを企画 (評価を活かした計画の作成 )

目標3:活動を通して学習したマネージメント法をまとめる

目標に対する達成度

目標1:達成度 100%

目標2:達成度 100%

目標3:達成度 20%

活動の成果
結果を見通した計画をたてることが計れた

評価を計画に活かすことができた

来期の活動目標 なし

活動の概要

放送コンテンツ制作通したプロジェクトマネージメントの体験,学習を目標として掲げている。特に昨

年度から大幅にメンバー減つたため,これまで行つてきた学生生協店舗内での店内番組をはじめとし

たラジオ番組 (音声コンテンツ)製作をやめ,今年度の活動からイベントの企画を通したプロジェクトマ

ネージメントの学習をおこなった。この教材選定に関してはメンバーの削減によつて足りなくなったマン

パワーの中でできる活動ということに加えて,昨年度よりもマネージメントに特化した活動を行うことをは

かつている。

主な活動としては本プロジェクトが計画した企画を,大 学生によるイベントサークル {KNC
hard―Iners}に実行してもらうという形で2つの大学祭,学外において3つイベントを実施した。また,今

年度は日本工学教育協会神戸大会,熊本大学で行われた五大学連携シンポジュウムに出席し口頭

発表を行い大学外部に対しての広報活動がおこなえた。

大学祭の様子イベントの様子

イベントの様子 ・告知用ポスター製作風景

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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プロジェクト名 CTP(Co―ordination Trdning Project)

プロジェクトリーダー 大学院人間自然環境研究科。1年 中田領樹

メンバー

近藤慶承 (大学院人間自然環境研究科・2年 ),

杉本多余 (総科人社・4年),穴吹俊樹 (電電・4年 ),

大久保卓也,斎藤有里子,室田昌美 (総科人社・2年 ) 他

プロジェクトの目的

コオーディネーション能力とそのトレーニング方法について理解を深め

て応用すること

学部。学年を超えて学びあえる交流の場とすること

プロジェクトの目標

。 目標1:運動に関する実験的研究を行う
。 目標2:コオーディネーション能力の1つである平行能力について学ぶ
。 目標3:SSHの実験を手伝い,高校生に指導を行う
。 日標4:コオーディネーション能力とトレーニングの原理を理解する

目標に対する達成度

目標1:達成度 80%(運動に関する実験的研究を行い,英語で発表した)

目標2:達成度 70%(基礎となるデータを収集した)

日標3:達成度 70%(高校生に指導することで知識の整理・復習になっ

た)

日標4:達成度 30%(学習会を行ったが,参加人数・回数共に少なかっ

た)

活動の成果
実験を通して人の運動・動作について分析,理解する能力が深まった。

基礎データをとることで今後の展望に繋がつた。

来期の活動目標
平行能力測定用の器具を作り,実際にデータを記録・解析する。

個々人の興味に合わせ幅広く実験を行う。

活動の概要

本年度は主に研究活動を行いながら,コオーディネーションの基礎となる生理学の学習会等をおこ

なった。一方で,シンポジウムでの英語の口頭発表や城南高校でのプロジェクトのプレゼンを通して

SSHでの指導を行い,来年度への基礎固め,モチベーション作りの1年となった。また,韓国海洋大学

との合同シンポジウムにおいて口頭発表を行つた。

・研究活動…投動作におけるコオーディネーション能力に関する実験的研究および平行能力測定器

具製作のための実験を行った。

実験の様子
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プロジェクト名 ギター解析プロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科。4年 佐藤 旭

メンバー 同上

プロジェクトの目的
ギターの発生音について解析を行い,よりよい音となる条件を見いだ

す。それを用いて実際にギターを製作する。

プロジェクトの目標

目標 1:ギター表板のみが振動するモデルを使用し,ブレース(梁)形状

による音質の変化を主観および波形により調査する。

目標2:同様に,表板,裏板が振動するモデルを使用し,音質の変化に

ついて調査するc

目標3:目標 1,2で製作した表板,裏板を使用してギターを完成させる。

目標に対する達成度

目標1:達成度 100%

目標2:達成度 50%

目標3:達成度 50%

活動の成果 ギター表板構造と音質の変移を観察できた.

来期の活動目標 なし

活動の概要

ギター解析 PJとして,2年間活動を行つた。
19年度はギターモデルの製作を行つた。右が製作したモデルである。ギターモデルを用いて,表板

構造と音質に関する調査を行つた。系にインパルス入力を与え,高速フーリエ変換 FFTにより,周波数
特性を調査した。表板構造によリスペクトルが変化し,同時に音色の変化も確認できた。このことから,

ギター表板構造の変化による周波数特性の変化によリギター発生音が変化するといえるcまた,波形

から音色を判断することは非常に困難であることがわかったc

本年度は日本工学教育協会 (」 SEE),第 56回年次大会にてこれまでの活動,成果の報告を行つ

た。ここでは感覚的なものである音色と物理現象を関連付ける様々な取り組みを行つており,非常に興

味深かった。また,他高専,大学の学生および教授とも交流ができたため,非常に有意義な時間となっ

た。

また,裏板の製作を行った。製作した裏板は右図である。しかし,この後,裏板が乾燥により変形し,

接着がはく離するという問題が発生した。変形の修正は困難であったため,裏板は完成していない。

ギター音程に関する調査も行った。12平均律からフレット位置を求め,指弦による音程誤差の最も

少なくなるナット位置を算出した。

本活動では,最終的な目的であるギターの製作は実現できなかった。しかし,P」 としての成果とは別

に,センターで活動する学生職員とのかかわり,共同作業により多くのものを得られたと感じる。

11,漱‖1ヽイ11

製作したギターモデル
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プロジェクト名 飛行船プロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科・4年 水野 孝則

メンバー 宮本 惇平 (機械・4年 ) 谷林 宏紀 (機械・4年 )

プロジェクトの目的
モデル駆動開発(MDD:Modd DAven Devdopment)による開発手法を習

得する。

プロジェクトの目標
目標1lMDDロボットチャレンジ優勝

目標2:MDDの勉強

目標に対する達成度

相撲競技では優勝したが自律航法競技の結果が

モデルを作成できるようにはなつたが細かい部分

目標1:達成度 60%

よくなかつた

目標2:達成度 70%

が不十分

活動の成果
システムをMDDでモデル化する手法が理解できた。
MDDを元にプログラムする技術を習得した。

来期の活動目標
飛行船の強化

MDDのモデルの理解を深める

活動の概要

飛行船ハードウェアに対し,そのシステムを MDDの手法でモデル化し,自律航法システムの

設計・実装を行つた。

モデルの設計言語として UML(Uniied Modehng Language)を 用いて飛行船システムの要求

モデル,設計モデル,実装モデルを作成した。

作成したモデルを基に C++言語でプログラミングを行つた。

飛行船自律航行システムの評価としてMDDロボットチャレンジ 2008に参加した。

MDDロボットチャレンジの様子

●1‐ l111■ 11ドS

‐蕊摯ヽ状    |

3ふ ,■ 1′ I Iitiキ| |

1111,111,1,:,:|1 1

表彰状

作成した要求モデル
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プロジェクト名 鳥人間プロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科・2年 時安 一成

メンバー

大日向 竜二 (機械。2年 )
中松 将太 (機械。2年 )
谷口 修一 (機械・1年 )
飯田 佑介 (知情・2年 )

寺馬 康裕 (機械・2年 )
小柳 太嗣 (機械・1年 )
田中 (機械。1年 )

プロジェクトの目的 グライダーの製作を通して流体力学、材料力学などを学ぶ

プロジェクトの目標 目標1:鳥人間コンテスト出場

目標に対する達成度
目標1:大会用グライダー設計 達成度75%

目標2:大会用グライダー製作 達成度3%

活動の成果
愛媛大学見学で様々なスキル・情報を得た

桁やリブなどの主要部の設計は完成した

来期の活動目標 鳥人間コンテスト出場用グライダー完成

活動の概要

夏休みに入り愛媛大学のニノ宮翔会に見学に行き。飛行機を作る工程や加工方法 ,

しての計算方法などを学んできた。それに基づき大会用グライダーの設計を行い主翼,

終わつた。12月 より設計図に基づき主翼けたの製作を開始し,現在進行中である。

また設計に関

尾翼の設計は

靡
ｐ

一一一

設計した主翼のリブ

リブの接合
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プロジェクト名 パワーアンププロジェクト

プロジェクトリーダー 電気電子工学科。4年 山本 真央

メンバー 穴吹 俊樹 (電気・4年),田尾 拓人 (電気・2年),末永 翔平 (電気。1年 )

プロジェクトの目的
講義のように「こうしたい時に使う」だけでなく「どうやつて使う。作るか」等

を通して様々な知識。テクニックを得る。

プロジェクトの目標

目標 1

目標2

日標 3

球

球

球

遅延回路と部品決定  石…コピー回路の決定
組み立て  石…コピー回路に必要な部品の選択
組み立てたアンプの測定c 石…組立て

目標に対する達成度

目標1:達成度 100%

目標2:達成度 60%

目標3:達成度 30%

球・石両方達成できたc

石は達成できたが球がまだ一部しか出来ていない

石は制作中(ブレッドボード上).球は出来ていない。

活動の成果
・球…主要な部分の回路の設計が終わつた。

・石…素子の働き等を理解でき,また設計図から回路を組めるようになった。

来期の活動目標
。球…PCL 86ア ンプの製作

・石…コピー(11石 )アンプの製作

活動の概要

真空管(PCL-86)ア ンプ

詈

卜・
響

立

―
■

ζ  i_.=,F″_「■Ⅲ2
621´・・・本   '

電源部

ま  :
増幅部

予
ず

蟄

f

遅延部

各部分の回路設計を行い,その一部をブレッドボード上に作成した。

■
■
１
■ 石アンプ

一む
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左図の回路をブレッドボ

ード上に制作を行うととも

に,回路設計に必要な基

本的な用語・動作を学ん

だ。

′|

li tl:・ア

ハム音の確認
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プロジェクト名 ロボコンプロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部知能情報工学科・2年 飯田裕介

メンバー 御船正樹 (知情。3年),長嶋孝弘 (知情。2年),谷 口博紀 (人社・2年 )

荒川正行 (光。M2),島村典尚,高橋喜彦 (機械。Ml),

佐藤旭 (機械・4年),谷 口修一,田 中涼,小柳太嗣,鈴木浩一 ,

村上英輝 (機械。1年 )

プロジェクトの目的 大学の講義だけでは学ぶことのできない,ロボット作成技術の習得

プロジェクトの目標 大目標 :NHK大学ロボコン出場

目標 1:レスキューロボコン用のロボット作成

目標2:ロボット作成技術の継承

(目標3:センター紹介ビデオの作成 )

目標に対する達成度 目標1:達成度 60%

目標2:達成度 10%

活動の成果 ロボット作成技術の向上

プロジェクトマネジメント能力の向上

活動の概要

・ 4月 レスキューロボットの設計
・ 5,6月 レスキューロボットの製作
・ 7月 6日 レスキューロボットコンテスト予選出場
。 12月 ～ センター紹介ビデオの作成

去年度の1月 にレスキューロボコンに応募し,書類選考を通過した。次に行われる予選に向けてロボ

ット作成を開始するが,技術力が低かつたため制作は難航する。しかし,今年度初めから,P」 メンバー

が大幅に増え,技術力も飛躍的に上がる。設計を各部位にわけ,設計のできるメンバーがそれを担当

し,設計のできないメンバーはその下請けにまわるという役割分担を行う。制御系は大会側から支給さ

れるレスコンボードを使用,アルミ板や電子部品などはセンターにあるものを使用,ロボットは3台作る

予定であったが,2台に抑え,ロボットのスペックを下げて,時間と予算の節約をしたにもかかわらず,メ

ンバー全員が完全にオーバーワークで,ロボットも1台につき10万円はかかつている。センターや大会

のスポンサーからの援助もあり,なんとか予選出場にはこぎつけたが,レスキューロボコンよりも難易度

がはるかに高い NHK大学ロボコンに出場するにはまだまだやるべきことがたくさんあると感じた。今回
のレスキューロボコン出場は,NHK大 学ロボコンに向けての貴重な経験を積むことができ,解決すべ

き問題を明確にできたことが最大の成果だと思う。レスキューロボコン出場後は後輩に技術を継承して

いくこと目標としたが,思うようにはかどつていない。来年度も継続して行つていく。

1号機 最終調整 大会会場
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プロジェクト名 ロボット教室プロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科。1年

`可

地恵太

メンバー

小崎 学 (機械。1年 )

長田 悠希 (機械。1年 )

鈴木 俊輔 (機械。1年 )

石原 康行 (機械・1年 )

秋鹿 雄太 (機械。1年 )

金村 直哉 (機械。1年 )

プロジェクトの目的 ロボット教室の企画・運営を行う。

プロジェクトの目標

目標 1:スクーリングの企画運営

目標2:e Learningの 内容の企画とコンテンツの作成

目標3:ITCフェスタの準備

目標に対する達成度

目標1:達成度70%
目標2:達成度10%
目標3:達成度100%

活動の成果 。新規受講者 12名 (全受講者人数 18名 )

来期の活動目標
。目標1:e Learnhgの 内容の企画とコンテンツの作成。
・目標2:新たな形式でスクーリングを行う。

活動の概要                 ~~
・8月 24日 :2008年度,第一回スクーリング
。9月 28日 :第二回スクーリング
・10月 ～11月 第一週までの毎週土日:ICTフェスタ用ロボット製作スクーリング
・11月 6～ 9日 :ICTフェスタでのスクーリングとロボット展示
・12月 7日 :第三回スクーリング
・1月 11日 :第四回スクーリング

第一回スクーリング

「メンバー紹介時の風景」

ICTフ ェスタ

「スクーリング会場」

第二回スクーリング

「プログラミング時の風景」

第四回スクーリング

「競技会の風景」

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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プロジェクト名 映画制作プロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科・1年 藤井 建太

メンバー 中西 信介 (化応。1年),新潟 一宇 (電電。1年),野田 将貴 (機械。1年 )

プロジェクトの目的

企業の PRビデオなどの制作ができるようなエンジニアになること

映画制作を通じて学生同士だけでなく先生との幅広い交友関係を築くこ

と

プロジェクトの目標

目標 1:シナリオ制作

目標 2:ロケ場所探し

目標 3:映画の撮影 , 編集

目標に対する達成度

目標1:達成度60%
目標2:達成度40%
目標3:達成度10%

活動の成果 映画の構想の完成

来期の活動目標 宣伝用アニメーションムービー作成,映画の出演者探し

活動の概要
。 1年間を通してのシナリオを制作し,ロケ場所を探した。
・ ロケ場所として阿南市の那賀川流域,お松大権現,四国人十人箇所をめぐる。
・ 様々な映像を撮ってカメラの「感触」をつかむ。

お松大権現 カメラ撮影 1(阿南市水井町にて)

,2

カメラ撮影 2(那賀川上流にて) シナリオ原稿

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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プロジェクト名 LEDプロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部光応用工学科。1年 宮田 亨

メンバー 真鍋 祐矢 (電電・2年 )

プロジェクトの目的 LEDの特長を生かし,みんなが欲しいと思うような明かり器具を作る

プロジェクトの目標

目標 1:自分があると良いと思うもので,比較的単純な構造のものを作り,

工作センスを向上させる

目標2:アイデアを集め,皆が欲しいと思うようなものを製作する

目標3:製作を行い,作品をコンテストヘ出す

目標に対する達成度

目標1:達成度 70%

目標2:達成度 50%

目標3:達成度 35%

勉強,経験になつた

アイデアの収集不足

アイデアを出すことができたが,試作品が未完成

活動の成果
計画力の向上

工作の知識,技能の向上

来期の活動目標 さらなる工作の知識,技能の向上

活動の概要

5月 :年間計画やプロジェクトの進め方などを先生に相談しながら話し合った。

6月 ,7月 :ブレッドボードを用いて,電気回路の勉強をした。

8月 ～10月 :本を参考に LEDの残像を用いた玩具 (LEDスピン)を製作した。

H月 :ポスター制作や LEDアイディアコンテストに向けてアイデアを考えた。
12月 :コンテスト用のアイデアをメンバー間で話し合い,試作品 (サイコロ)を製作する計画を立てた。

1月 :コンテストの試作品,応募用紙を製作した。

電気回路の勉強 メンバー間での話し合い

LEDス ピン

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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プロジェクト名 LEGOトンプロジェクト

プロジェクトリーダー 工学部機械工学科。1年 谷口 修一

メンバー 小柳 太嗣 (機械。1年),鈴木 浩一 (機械。1年),村上 英輝 (機械。1年 )

プロジェクトの目的

ロボットの基礎を学ぶ

ロボットのプログラムについての知識の習得

プロジェクトの運営の仕方を学ぶ

プロジェクトの目標

日標1:大会に向けてのロボットを作成

目標2:大会に向けてのプログラミング

目標3:大会に向けたプロジェクト運営

目標に対する達成度

目標1:達成度 50%

目標2:達成度 10%

目標3:達成度 80%

完成したが、機構についての勉強が不十分

全員がプログラムを理解できていない

ロボットの作成が予定通りに進まなかつた

活動の成果
ロボットに対する知識の向上

プロジェクト運営を行う能力の向上

来期の活動目標 LEGOトンプロジェクト

活動の概要

。SMART2008(四国移動型 &自 立型ロボットトーナメント2008)への出場に向けたプロジェクト運営

・LEGO MINDSTORMSによるロボットの作成

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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プロジェクト名 LEDデザイン

プロジェクトリーダー 工学部化学応用工学科・1年 山口潤子

メンバー

荒井 裕佳 (化応。1年 )

片岡 あずさ(生工・1年 )

小西 結貴 (化応・1年 )

石井 亜理沙 (化応・1年 )

神谷 祥代 (化応。1年 )

プロジェクトの目的
LEDを使つて街を活`性化させる

工作やマネジメント能力の向上

プロジェクトの目標

目標1:LEDの仕組みや発電方法を理解する

デジタル回路を考える

目標2:現地調査・システムの概略設計

目標3:試作品を作る

目標に対する達成度

目標1:達成度 80%

目標2:達成度50%
目標3:達成度50%

簡単な回路しかできない

システム概要が不十分

今作っている最中だから

活動の成果
LEDについての知識

計画能力の向上

来期の活動目標 オブジェを完成させる

活動の概要

/ オブジェを置かしていただく会社との打ち合わせ
/ デザイン案の決定
/ 水を使い水槽をイメージしたオブジェの検討や試作品を作った

←オブジェを置かせて

いただく企業

水槽モチーフの

オブジェの試作品→

2008年度 創成学習開発センタープロジェクト活動報告書
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おわりに

創成学習開発センターでは,「 自主」,「共創」および「創造」の理念の基に活動を行つています。この報告書

は,創成学習開発センターの理念の基に活動した記録をまとめたものです。センターの今年度の主な活動とし

ては,学生のプロジェクト活動の支援と,韓国海洋大学校との工学教育シンポジウム,和歌山大学との合同プ

ロジェクト報告会,各種の科学イベントヘの参加,各種研修会・講演会の開催等が挙げられます。

学生のプロジェクト活動は,平成20年度は新規に5つのプロジェクトチームが加わり,計 17チームがプロジェ

クト活動を行いました。今年度のプロジェクト活動の中間報告会は,和歌山大学との合同プロジェクト中間報告

会と他に1回の計2回開催しました。和歌山大学との合同プロジェクト中間報告会では,和歌山大学から15名

の参加の計53名 の参加となり和歌山大学と徳島大学の2大学問の技術交流と人的交流を深めることができま

した。この学生のプロジェクト活動の取り組みを8月 に開催された日工教主催の工学教育講演会で,学生2件 ,

教員合わせて6件の発表を行いました。これらのプロジェクト活動を支えるために,5月 8日 の新入生のための

研修に始まって,6月 ,9月 の宿泊研修,平成21年 2月 の計4回のプロジェクトマネジメント研修会を開催しまし

た。また,今年度の学生プロジェクトの特筆すべき取り組みとして,学生からの要望のあった「リーダー会」の設

立が挙げられます。プロジェクトチーム間の横の繋がりを深めたとの思いで,学生が主体となって結成されまし

たが,その目的を十三分に果たしながらも,さらにセンターの行事などを全員が把握する伝達機関としての役

害1も果たしています。

9月 22日 。23日 には第2回の日韓工学教育シンポジウムを徳島大学で開催されました。シンポジウムの参加

者は日韓教員学生8名 ,総勢44名の参加で,発表件数は,日頭発表は11件 ,その内学生の口頭発表は5件 ,

ポスター発表は11件 (学生)と盛大に開催されました。当日のプレゼン評価による評価に基づいて口頭発表と

ポスターそれぞれに優秀発表賞が授与されました。また,Excursionでは教員8名 と学生18名 の計26名 が参

加し,人形浄瑠璃や藍染め体験を通して交流と親睦を深めることができました。また,3月 2日・3日 に韓国海

洋大学校を訪問し,第 3回の工学教育シンポジウムに参力Dしました。徳島大学から学生プロジェクトメンバー4

名が口頭発表したほか,韓国海洋大学校から,3チームのポスター発表があり,プロジェクト間の交流をはかり

ました。また,学生の合同プロジェクトの拡大について検討を行い,10のテーマについて今年度の合同プロジ

ェクトの可能性について懇談しました。来年度は10月 に日韓工学教育シンポジウムが計画されており,今後の

日韓の工学教育の発展が期待されます。                    "
今年度は子ども達への科学リテラシー啓発の目的で,「とくしまサイエンス・エンジニアリングくらぶ(TSEC)」

の設立に向けた準備を行いました。3月 下旬に設立総会を予定しています。徳島県下の小。中・高校生の子ど

もたちに科学の楽しさ,面白さを知ってもらう地域ネットワークの構築に向けて,センターが徳島県下の教育活

動の中核となることが期待されています。

センターは学生が自主的かつ主体的に創造活動を行い,技術的,人的交流を深め合う場と時間を提供し

ています。イノベーションプラザの利用人数は,月 平均約2千人あり,学生の自主的な場として定着しています。

さらに多くの学生がこのセンターを利用し,社会に巣立っていくことを願つています。

創成学習開発副センター長
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【運営委員会委員】

役職

委員長

副委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

【センター教職員】

部会名等
センター長

副センター長

企画・運営部会

所属

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

高度情報化基盤センター・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・講師

大学院ソシオテクノサイエンス研究部。講師

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・講師

所属

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・講師

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・助教

大学院ソシオテクノサイエンス研究部。准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部・准教授

大学院ソシオテクノサイエンろ研究部・助教

大学院ソシオテクノサイエンス研究部。講師

高度情報化基盤センター・准教授

大学院ソシオテクノサイエンス研究部。技術補佐員

氏名

英 崇夫

藤澤正一郎

金崎英二

寺田賢治

西尾芳文

間世田英明

三神 厚

上田哲史

中村浩一

三輪昌史

森 篤史

氏名

英 崇夫

藤澤正一郎

○森 篤史

英 崇夫

外輪健一郎

寺田賢治

○間世田英明

西尾芳文

続木章三

〇藤澤正一郎

三神 厚

○日下一也

中村浩一

上田哲史

渡邊奈緒子

○は部会長

実現。実施部会

評価・改善部会

公開・連携部会

センター職員

【連絡先】

徳島大学工学部創成学習開発センター(イノベーションプラザ)

住所 :

電話 :

Fax:

E一mail:

URL:

T770-8506

徳島県徳島市南常三島町2-1
088(656)8236

088(656)8236

■ont@ip.tokushima― u.ac.jp

http://― .ip.tokushilna―u.ac.jp/～ center/index.htm
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